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練
り
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き
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　馬曲温泉は、露天風呂からの趣あふれる四季折々の絶景を楽しめる温泉として、
これまで数多くの利用者に木島平村の魅力を伝えてきました。その魅力に磨きを
かけ、さらに多くの方々に木島平村の魅力をお伝えし、木島平村の活性化の一役
を担いたいと僭

せんえつ

越ながら考えています。
　今回、まずは入浴のみのリニューアルオープンとなりますが、本館からも絶景
を楽しんでいただけるよう、ウッドデッキを新設しました。近隣の皆様が集う場
所としても活用していただけるよう準備を進めています。準備が整い次第追って
お知らせいたします。また、本館から露天風呂への道では、木々の四季折々の変

　昨年 4 月から休業していた馬曲温泉が 4 月 27 日にリニューアルし、温泉
の営業を再開しました。今後も段階的にリニューアルを進めていきます。

従業員の皆さん

化も楽しんでいただけるよう融雪
通路を整備しました。
　今後も、梨の木荘の再オープン、
また憩いの家の活用など、木島平
村の魅了を発信できる温泉公園と
して、順次整備を行っていきます。
皆様、是非お誘い合わせのうえご
来館くださいませ。
　　　　　馬曲温泉株式会社

代表　徳安　素一郎

運営事業者代表あいさつ

自然劇場

議会だより
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◉営業時間　午前 10 時～午後 7 時
　　　　　　（最終入館　午後 6 時 30 分）
◉定休日　毎週水曜日
◉料金　

　　　　　※子どもは３歳以上小学生以下

一般料金 村民料金
大人 1,000 円 700 円

子ども 700 円 500 円

■馬曲温泉
長野県下高井郡木島平村大字往郷 5567-1
0269-82-4028

脱衣所や新設された女性向けのパ
ウダールームには、化粧水やドラ
イヤーが設置されています。

本館から露天風呂までの道は、
融雪道路が整備されています。

露天風呂へは一旦本館に入り、テ
ラス口から出て行くように変更さ
れました。

露天風呂からの眺望は変わらず、
遠くまで絶景が見渡せます。

本館は白と黒を基調とし和風で落
ち着きのある施設となっています。

脱衣所のロッカーは一新し、従来
より幅が広くなっています。

受付では湯かごとバスタオルの貸
し出しをしています。

脱衣所は木の温もりが感じられ、
洗面台も新しくなりました。

木島平産のスギを使用したウッド
デッキでは、遠くの景色を眺めな
がらくつろげます。
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第
７
次
総
合
振
興
計
画
（

素
案
）

に  
 

対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

村
で
は
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
始
ま
る

木
島
平
村
第
７
次
総
合
振
興
計
画
の
策
定

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、「
木

島
平
村
第
７
次
総
合
振
興
計
画
（
素
案
）」

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
村
民
の
皆
様

か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◉
意
見
募
集
の
案
件
名　

　

木
島
平
村
第
７
次
総
合
振
興
計
画（
素
案
）

◉
意
見
提
出
対
象
者

①
村
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
村
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す

　

る
個
人
お
よ
び
法
人
そ
の
他
の
団
体

③
村
内
に
あ
る
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
に

　

勤
務
す
る
方

④
村
内
に
あ
る
学
校
に
在
学
す
る
方

◉
公
表
す
る
案
の
閲
覧
場
所

①
役
場　

総
務
課　

政
策
情
報
係

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

②
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

◉
意
見
の
提
出
期
限

　

令
和
６
年
５
月
31
日
（
金
）
午
後
５
時

◉
提
出
先　

総
務
課
政
策
情
報
係

◉
提
出
方
法

※
所
定
の
様
式
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

①
直
接
持
参　
　
　

②
郵
送

③
電
子
メ
ー
ル　
　

④
Ｆ
Ａ
Ｘ　

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
３
】

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
お
よ
び
委
員
補
充
員
の
改
選
に
よ
り
、

令
和
６
年
３
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

次
の
皆
さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
選
挙

管
理
委
員
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
委
員
長

に
湯
本
寛ひ
ろ
ふ
み文
さ
ん
、
委
員
長
職
務
代
理
に

本
山
博ひ
ろ
か
ず一
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
10
年
４
月
９
日
ま
で
の
４

年
間
で
す
。

◉
選
挙
管
理
委
員　
　
　
　
　

委
員
長　

湯
本　

寛ひ
ろ
ふ
み文

さ
ん（
柳
久
保
）

委
員
長
職
務
代
理

　
　
　
　

本
山　

博ひ
ろ
か
ず一
さ
ん
（
平
沢
）

委
員　
　

小
林　

敏と
し
ひ
こ彦

さ
ん（
原
大
沢
）

委
員　
　

日
䑓　

修し
ゅ
う
こ好

さ
ん
（
内
山
）

◉
委
員
補
充
員

本
山　

よ
し
子こ

さ
ん
（
中
村
）

森　
　

育い
く
み水

さ
ん
（
中
町
）

高
橋　

由ゆ
う
じ次

さ
ん
（
大
町
）

丸
山　

武た
け
あ
き明
さ
ん
（
中
島
）

【
選
挙
管
理
委
員
会　

内
線
１
７
０
】  

相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

　
「
所
有
者
不
明
土
地
」
の
解
消
に
向
け

て
、
相
続
登
記
が
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。。

◉
対
象

　

相
続
に
よ
り
取
得
し
た
不
動
産

◉
相
続
登
記
の
申
請
期
限

　

取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内

※
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
前
に
相
続
し

　

た
相
続
未
登
記
の
不
動
産
も
申
請
義
務

　

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◉
そ
の
他

　

正
当
な
理
由
な
く
義
務
を
履
行
し
な
い

場
合
は
10
万
円
以
下
の
過
料
の
適
用
対
象

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
法
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

◉
問
合
せ

　

長
野
地
方
法
務
局　

飯
山
支
局

　

電
話
０
２
６
９
（
６
２
）
２
３
０
２　

　
　
　
　
　
　
【
税
務
係　

内
線
１
１
１
】

委員長

湯本　寛
ひろふみ

文さん
（柳久保）

委員長職務代理

本山　博
ひろかず

一さん
（平沢）

委員

小林　敏
としひこ

彦さん
（原大沢）

委員

日䑓　修
しゅうこ

好さん
（内山）

　

選
挙
管
理
委
員
の
改
選
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軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の

　
　
　
　

  　

  

納
付
は
お
早
め
に

 

４
月
１
日
で
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型

特
殊
自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
、
軽

自
動
車
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
へ
、
５

月
上
旬
に
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納

税
通
知
書
（
納
付
書
）
を
送
付
し
ま
し
た
。

◉
納
付
書
払
い
の
方

　

届
い
た
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
５
月
31

日
（
金
）
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
口
座
振
替
の
方

　

納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
指
定
口
座

か
ら
５
月
27
日
（
月
）
に
振
替
え
ま
す
。

◉
納
付
場
所

　

木
島
平
村
役
場　

な
が
の
農
協

　

八
十
二
銀
行　
　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

　

長
野
信
用
金
庫　

長
野
県
信
用
組
合

◉
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
が
ス
タ
ー
ト

　

全
国
の
軽
自
動
車
協
会
で
納
付
確
認
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
車
検
窓
口
で
の
納

税
証
明
書
の
提
示
が
原
則
不
要
と
な
っ
た

た
め
、
口
座
振
替
で
納
付
し
た
方
へ
送
っ

て
い
た
納
税
証
明
書
の
送
付
を
令
和
６
年

度
よ
り
廃
止
し
ま
す
。

　

納
付
し
て
す
ぐ
に
車
検
を
受
け
る
な
ど
、

納
税
証
明
書
の
提
示
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
役
場
窓
口
で
納
税
証

明
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は

申
請
く
だ
さ
い
。【

税
務
係　

内
線
１
１
１
】

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

 

健
康
保
険
証
が
一
体
化
し
ま
す

　

令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
す
べ
て
の
健

康
保
険
証
が
発
行
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

令
和
６
年
12
月
１
日
時
点
で
お
手
元
に
あ

る
健
康
保
険
証
は
、
有
効
期
限
ま
で
使
用

可
能
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証

と
し
て
利
用
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
２

つ
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

・
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
（
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
）

・
郵
送
に
よ
る
申
請　

・
役
場
窓
口
で
の
申
請

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証

　

と
し
て
登
録

・
医
療
機
関
・
薬
局
の
受
付
に
あ
る
カ
ー

　

ド
リ
ー
ダ
ー
で
行
う

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

・
セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
さ
れ
て

い
な
い
方
に
は
、
ご
本
人
の
被
保
険
者
資

格
な
ど
保
険
証
と
同
じ
情
報
を
記
載
し
た

「
資
格
確
認
書
」
を
無
償
交
付
す
る
予
定

で
す
。

　
　
　
　
【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
３
】

 

自
動
車
税
は
忘
れ
ず
早
め
に

　
　
　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

　

令
和
６
年
度
自
動
車
税
種
別
割
の
納
期

限
は
５
月
31
日
（
金
）
で
す
。

（
令
和
元
年
10
月
か
ら「
自
動
車
税
」は「
自

動
車
税
種
別
割
」
に
名
称
が
変
更
）

　

長
野
県
で
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で

長
野
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動

車
（
軽
自
動
車
を
除
く
）
の
所
有
者
（
割

賦
販
売
の
場
合
等
は
使
用
者
）
の
方
へ
４

月
下
旬
に
自
動
車
税
種
別
割
納
税
通
知
書

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
納
税
通
知
書
が

届
き
ま
し
た
ら
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
、
全
国
の
金
融
機
関

で
納
付
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｐ

ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
な
ど
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
に
よ
る
納

付
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封
の
お

知
ら
せ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
「
長
野
県
税　

納
付
方
法
」

で
ご
検
索
く
だ
さ
い
。

◉
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

　

一
定
の
要
件
（
障
が
い
等
級
・
使
用
用

途
・
所
有
名
義
）
に
該
当
す
る
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

【
総
合
県
税
事
務
所
北
信
事
務
所

電
話
０
２
６
９
（
２
３
）
０
２
０
４
】

  
国
民
年
金
保
険
料
は

 
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
令
和
７
年
３
月
分

ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
万
６
９
８
０
円
で
す
。

◉
納
付
方
法

　

保
険
料
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
届
く
納

付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
や
コ

ン
ビ
ニ
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
便
利
で

お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

◉
お
早
目
の
納
付
を

　

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
督
促
を
受

け
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
し
な

い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
財
産
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

◉
納
付
が
困
難
な
と
き
は

　

経
済
的
に
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、「
保

険
料
免
除
制
度
」
や
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
納
付
猶
予
制
度
（
50
歳
未
満
）」、
ま
た

学
生
の
人
が
年
金
保
険
料
の
納
付
を
先
送

り
（
猶
予
）
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
長
野
南
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

長
野
南
年
金
事
務
所

　
　

０
２
６
（
２
２
７
）
１
２
８
４

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】
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◉採用人数　いずれも若干名
◉試験日　　【第一次試験】　６月 29 日 ( 土 )　　【第二次試験】　７月 20 日 ( 土 )（予定）
◉試験会場　木島平村役場
◉受付期限　６月５日 ( 水 ) 必着
◉申込方法　総務課総務係または村公式ウェブサイトにある「申込書」を提出してください。

令和７年４月採用予定の職員を募集します

募集要項

　木島平村職員採用候補者の採用試験を行います。詳細は、村公式ウェブサイトをご覧ください。　

試験区分 生年月日 資格など

行政事務
（上級）

平成 6 年 4 月 2 日以降に
生まれた方

　①大学を卒業した方
　（令和７年３月卒業見込み含む）
　②採用後速やかに木島平村に居住する方

社会福祉士
（上級または中級）

昭和 59 年 4 月 2 日以降に
生まれた方

　①大学（短大）を卒業した方
　（大学を令和７年３月卒業見込み含む）
　②社会福祉士の資格を有する方
　（令和７年３月までに取得見込み含む）

保育士
（中級）

平成 10 年 4 月 2 日以降に
生まれた方

　保育士の資格を有する方
　（令和７年３月までに取得見込み含む）

　

交
流
推
進
員
の
水
澤
祐
介
で
す
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
宮
島
に
代
わ
り
、

調
布
市
へ
派
遣
さ
れ
、
調
布
市
役
所
と

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
新
鮮
屋
に
勤
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
調
布
の
こ
と
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々
な
こ
と
を
皆
様

に
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

着
任
し
て
か
ら
１
か
月
が
経
ち
、
よ

う
や
く
生
活
も
落
ち
着
い
て
き
ま
し

た
。
お
客
さ
ん
の
中
に
は
「
よ
く
木
島

平
村
に
行
っ
て
い
た
」「
給
食
で
食
べ

た
木
島
平
の
お
米
が
美
味
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
り
、
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
方
々
に
木
島

平
村
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

自
分
の
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
挑
戦

し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
度
で
調
布
市
と
木
島
平

村
の
姉
妹
都
市
盟
約
が
40
周
年
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
に
向
け
て
、
現
在
様
々

な
交
流
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
り
一
層
調
布
市
民
と
木
島
平
村
民

の
交
流
の
輪
が
広
が
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

142

　

く
ら
し
と
健
康
の
相
談
会

◉
弁
護
士
の
無
料
相
談
が
で
き
ま
す

　

失
業
・
倒
産
・
多
重
債
務
・
家
庭
問
題

等
に
つ
い
て
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
保
健
師
に
よ
る
無
料

の
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

◉
日
に
ち　

６
月
６
・
13
・
20
・
27
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

◉
時
間
（
予
約
制
）

○
１
回
目　

午
後
２
時
～
３
時

○
２
回
目　

午
後
３
時
～
４
時

◉
場
所　

　

長
野
県
飯
山
庁
舎

　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　
（
飯
山
市
大
字
静
間
１
３
４
０
―

１
）

◉
予
約
方
法

　

相
談
希
望
日
の
前
週
金
曜
日
の
正
午
ま

　

で
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
予
約
先

　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所　

　

健
康
づ
く
り
支
援
課　

　

電
話
０
２
６
９
（
６
２
）
６
１
０
４

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
５
】

【総務係　内線１０８】
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◉
長
野
県
の
奨
学
金
制
度

　

県
で
は
、
高
校
生
等
や
高
校
等
へ
進
学

を
希
望
す
る
中
学
生
を
対
象
に
行
っ
て
い

る
奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
込
み
の

手
続
き
は
学
校
を
通
し
て
行
い
ま
す
。
募

集
期
間
や
要
件
等
、
詳
し
く
は
在
学
す
る

中
学
校
、
高
校
等
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◉
日
本
学
生
支
援
機
構
（

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）

の

 

奨
学
金
制
度

　

貸
付
型
奨
学
金
と
給
付
型
奨
学
金
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
細
か
な
要
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◉
そ
の
他
の
奨
学
金
制
度

　

各
学
校
独
自
で
の
奨
学
金
制
度
や
、
ろ

う
き
ん
奨
学
会
な
ど
の
民
間
で
奨
学
金
制

度
を
設
け
て
い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
医
療
系
学
生
、
保
育
士
な
ど
、
専
門

的
な
分
野
ご
と
に
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
村
以
外
の
各
制
度
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
も
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
制
度
も
貸
付
け
を
受
け
る
の

は
お
子
さ
ん
で
す
。
親
子
で
一
緒
に
相
談

し
、
お
子
さ
ん
や
ご
家
庭
の
状
況
に
合
っ

た
制
度
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
２
】

 

お
子
さ
ん
の
修
学
を
支
援
し
ま
す

 

奨
学
金
に
関
す
る
制
度
の
ご
紹
介

◉
木
島
平
村
奨
学
資
金
貸
付
事
業

　

村
で
は
、
高
校
生
以
上
の
修
学
を
支
援

す
る
た
め
、
無
利
子
で
奨
学
資
金
の
貸
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
い
た
だ
き
や

す
く
な
る
よ
う
、
年
収
要
件
を
今
年
度
か

ら
撤
廃
し
ま
し
た
。
年
度
途
中
か
ら
の
申

請
も
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
貸
与
を
受
け
る
に
は
、
い
く

つ
か
要
件
が
あ
り
ま
す
。

◉
木
島
平
村
若
者
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
者

等
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
補
助
金

　

村
に
住
み
な
が
ら
働
い
て
い
る
方
が
、

大
学
等
の
修
学
の
た
め
に
貸
与
を
受
け
た

奨
学
金
を
返
還
し
て
い
る
場
合
に
、
そ
の

奨
学
金
の
一
部
を
村
が
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
す
る
事
業
で
す
。

　

補
助
額
は
村
内
就
労
の
方
は
対
象
経
費
の

１
／
２
（
上
限
15
万
円
）、
村
外
就
労
の
方
は

対
象
経
費
の
１
／
３
（
上
限
10
万
円
）
で
す
。

　

申
請
期
間
は
１
月
４
日
～
２
月
末
日
で
、

そ
の
前
年
１
月
～
12
月
ま
で
に
返
還
し
た

奨
学
金
が
対
象
経
費
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
に
は
、
年
齢
や
そ
の
他
い
く
つ
か

要
件
が
あ
り
、
返
還
計
画
や
返
還
金
額
が

確
認
で
き
る
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
日
本
人
女
性
に
急
増
し
て
い
る

乳
が
ん
は
、
治
療
法
が
進
み
、
早
期
に
見

つ
け
て
適
切
に
治
療
す
れ
ば
９
割
以
上
の

ケ
ー
ス
で
治
癒
が
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、

子
宮
頸
が
ん
細
胞
は
、
原
因
と
な
る
Ｈ
Ｐ

Ｖ 

（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
の
感

染
か
ら
５
～
10
年
以
上
か
か
っ
て
増
殖
す

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
定
期
的
な
検
診
に

よ
り
、
細
胞
の
異
常
を
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
乳
が
ん
も
子
宮
頸
が
ん
も
早

期
に
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
定
期
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

検
診
の
申
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で

も
空
き
状
況
に
よ
っ
て
は
ま
だ
受
診
で
き

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
７
】

乳
が
ん
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

～
最
後
に
、
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
た
の
は
い
つ
で
す
か
～

乳がん検診
（超音波）

日　程 6 月５日㈬、24 日㈪
受付時間 指定時間内（予約制）
対象年齢 30 歳～ 39 歳、75 歳以上

乳がん検診
（マンモ
グラフィ）

日　程 6 月７日㈮、17 日㈪
受付時間 指定時間内（予約制）

対象者
穂高地区及び往郷地区（南鴨・高石・庚
地区）
今年度のマンモグラフィクーポン対象者

対象年齢 40 歳～ 74 歳

子宮がん
検診

（集団検診）

日　程 ６月３日㈪、21 日㈮、25 日㈫

受付時間 午後 1 時～ 2 時
（地区ごとに受付時間が異なります）

対象年齢 20 歳以上

子宮がん
検診

（施設検診）

医療機関
飯山赤十字病院、北信総合病院、
すずきレディスクリニック、
保倉産婦人科医院、みゆき会健診センター

日　程 7 月～ 10 月
申込まれた方には、後日、必要書類をお送りします。

※子宮がん検診（施設検診）以外は、保健センターでの健診となります。

乳がん検診（超音波検査に限る）の検診費用の一部補助

　40 ～ 74 歳の方でマンモグラフィ検診を受けた翌年に、

個人で医療機関の超音波検査を受診した場合に、1,000 円

の補助をします。お問い合わせください。
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令和６年度　個人住民税の定額減税を実施します
　国による税制改正により、令和６年度の個人住民税

（村民税・県民税）の所得割額について、定額減税を
実施します。
◉対象者
　前年の合計所得金額が 1,805 万円以下の個人住民
税所得割の納税義務者
※均等割・森林環境税（国税）のみ課税されている方は対象外

◉減税額
　次の①および②の合計額を個人住民税の所得割額から
差し引きます。ただし①と②の合計額が課税された所得
割額を超える場合は、所得割の全部が減税額となります。
　①本人 1 万円
　②控除対象配偶者を含む扶養親族（国外居住者を除く）

　　１人につき１万円
※国では令和 6 年分所得税からの
　定額減税を実施します。詳しく
　は国税庁のウェブサイトをご確
　認ください。　　　　　　　　　　　　

６月 8月 10月 12月 2月 4月

６月 8 月 10 月 12 月 2 月

4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 2月

【減税対象者の減税イメージ】

〇給与所得からの特別徴収（給与天引）

〇普通徴収（納付書等による個人納付）

〇公的年金からの特別徴収

6 月分徴収なし
※ 7 月分～５月分の 11 カ月で均されます

6 月分から控除（減税）
※控除しきれない場合は７月分から順次控除

※控除しきれない場合は 12 月分から順次控除

10 月分から控除（減税）

　事業所などにお勤めの方で、給与の支払いを受けている方は、村民税・県民税の納付方法が原
則給与からの特別徴収（天引き）となります。
　給与からの特別徴収が実施される方へは、5 月末までにお勤めの事業所等を通じて年税額をお
知らせしますのでご確認ください。
◉事業所の皆様へ
　毎月の納税には、次の方法のいずれかをご利用ください。

①納入書払い
納入場所：木島平村役場、ながの農協、八十二銀行、長野県信用組合、長野信用金庫、郵便局

②口座振替（口座振替依頼書の提出が必要です）
取扱金融機関：ながの農協、八十二銀行、長野県信用組合、長野信用金庫

　③地方税共通納税システムによる電子納税システム
　　手続きが必要ですので、詳しくは地方税ポータルシステム公式ウェブサイトをご覧ください。

個人住民税（村県民税・森林環境税）の特別徴収について

【税務係　内線１１２】

定額減税特設サイト
ＱＲコード
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　家庭で不要になった古着・古布を無料で回収します。
　衣類は「可燃ごみ」に出すこともできますが、ごみ処理費用がかかってしまいます。しかし、「古着回収」
に出した衣類などは、国内外で「再利用」「リサイクル」され、ごみの減量化にもつながります。この機
会にご自宅に眠っている衣類を整理して、回収にご協力をお願いします。
◉収集場所・日時
　休日エコプラザステーション（木島平浄化センター敷地内）
　6 月 2 日（日）　午前 9 時～正午
◉出し方
・時間内に回収場所へお持ちください。
・透明または半透明の袋に入れ、口をしっかりしばって、記名のうえ出してください。
◉回収できるもの　※きれいにした状態のものに限ります
・「衣類」
・「布類」は、布団など「わた」を使用した製品以 外 の も の
・カーペットやマット類以 外 の 布 類
◉回収できないもの
　濡れたもの、汚れたもの、針またはピンのついているもの、長靴やブーツなど

ご存じですか？

民生委員 ・ 児童委員

　民生委員・児童委員は、地域の皆さんのさまざまな相
談に応じ、皆さんの抱える問題や要望を把握し、福祉サー
ビスの紹介やサービスを利用してもらうための支援を行
う、民生委員法に基づき厚生労働大臣によって委嘱され
たボランティアです。
　現在、木島平村では地区担当委員 19 人と、子どもや
子育て家庭に関する支援を専門に行う主任児童委員 2
人の計 21 人の委員が活動しています。困り事や心配事
があるときは、ぜひ声を掛けてください。

　　【健康福祉係　内線１２４】

■災害にかかわる民生委員・児童委員活動
　村が進めている「避難行動要支援者名簿」の調査
を行い、災害時に自力での避難が困難な人の把握に
努めています。また、区や自主防災組織と連携して、
支援のための体制づくりに取り組んでいます。

■
地
域
を
見
守
り
、
つ
な
ぎ
、
支
え
る 

　

相
談
内
容
に
応
じ
て
必
要
な
支
援
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
や
専
門
機
関

へ
つ
な
ぐ
「
住
民
と
行
政
・
専
門
機
関

と
の
パ
イ
プ
役
」
を
担
っ
て
い
ま
す
。

【
相
談
で
き
る
こ
と
】 

◉
生
活
・
健
康
に
関
す
る
こ
と 

　

生
活
困
窮
や
健
康
・
医
療
な
ど

◉
子
育
て
に
関
す
る
こ
と 

　

子
育
て
の
悩
み
や
児
童
虐
待
に
関
す

　

る
こ
と
な
ど 

◉
福
祉
に
関
す
る
こ
と 

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ

　

ス
・
情
報
提
供
な
ど

■
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容
の
秘

密
は
し
っ
か
り
と
守
ら
れ
ま
す
。社協共催安心買い物ツアーで、買い

物支援ボランティアの活動なども
行っています。

【生活環境係　内線１２３】
古着・古布を無料で回収します

「おひさま☀リユース」も同時開催
ベビー・子ども服や小・中学の運動着等
の衣類の回収も行います。それぞれ分け
た状態での持ち込みにご協力ください。
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太陽光発電ワークショップのお知らせ

　両面太陽光パネルをカラーコーナーで取り付けて、壁に見立てた東屋の南面に取り付けます。独立型（オ
フグリッド）商用電源との切り替え方式で、家庭内に設置することで電気代の節約を試行するシステムを
体験するワークショップです。
◉日時　５月１８日（土）　  午前１０時～午後 3 時（予定）
◉場所　市之割の東屋（大塚幹線沿い）　　※村民は参加費無料　

　手植えでの田植え体験の合間のお昼休憩時に、①で設置したパンタグラフ型太陽光パネルの説明会をし
ます。昼食では、この太陽光パネルを使った発電で炊いたご飯とインドカレーを食べます。カレーを食べ
るだけの参加も歓迎です。
◉日時　５月３１日（金）・6 月 1 日（土）・2 日（日）・3 日　（月）　  午前９時～午後 3 時（予定）
　　　　※ 6 月 1 日は午前 10 時から開始、昼食は正午から
◉場所　市之割の東屋　　※村民は参加費無料、ただし昼食代別途 500 円　

【①太陽光パネルを壁面に取り付けるパンタグラフ型のワークショップ】

【②太陽光発電で炊いたご飯でインドカレーの昼食会】

【問合せ・申込先】　NPO 法人太陽と水と緑のプロジェクト　田島 俊
と し お

雄　電話 090（3914）0275

　

【第 12 回  エコパーク寒川フェア開催】
　エコパーク寒川では施設を一般公開し、ごみに対する認
識を深めていただくために、ごみの減量・リサイクル等を
テーマにした「エコパーク寒川フェア」を開催します。
　当日は中央制御室やごみクレーン操作等の見学もできま
す。大勢の皆様のご来場をお待ちしています。
◉日時　６月１６日（日）　
　　　　午前９時４５分～正午
◉会場　エコパーク寒川
　　　　（飯山市大字照岡 2600-1）

【エコパーク寒川利用時のお願い】
　ごみの搬入にあたっては、地域の道路などにごみが飛散・
落下しないよう、シートをかぶせるなど対策を万全にした上
で持ち込んでください。
　エコパーク寒川への経路は桑名川・藤沢区の生活道路を通
りますので、安全のため区内は徐行して走行してください。

【生活環境係　内線１２３】

　

労働保険のお知らせ

　令和６年度労働保険（労災保険・
雇用保険）の年度更新期間は、６月
３日㈪～７月 10 日㈬です。
　年度更新申告書は、５月下旬ごろ
に発送予定です。
　年度更新申告書の書き方および申
告・納付方法等の詳細につきまして
は、年度更新申告書に同封している
パンフレット等をご参照ください。
厚生労働省のウェブサイトでもご確
認いただけます。
　労働保険のお手続きに「電子申請」
をぜひご活用ください！（自宅やオ
フィスから 24 時間いつでも申告・
納付が可能です）　
　　　　
　　　　【商工観光係　内線１３４】

エコパーク寒川からのお知らせ

令和６年度協働のむらづくり支援金を活用した、太陽光発電に関するイベントが行われます。
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地域のできごとに密着！
皆さんのまわりにある情報をお寄せください

【政策情報係 内線１１４】

園児による防火パレード
春の火災予防運動

　４月 15 日、おひさま保育園の園児たちが火の用心
を呼びかける防火パレードが行われました。園児たち
は背中に「防火」と書かれたそろいのはっぴを着て、
拍子木を打ち鳴らしながら、園周辺を練り歩きました。 

樽滝落水
一年に一度現れる幻の滝

　５月８日、樽滝の落水が行われました。豪快な水
しぶきを上げて流れ落ちる勇壮な姿を写真に収めよ
うと、多くの方が訪れました。落水にあわせて、糠
千ものずき会による「糠千そばまつり」が５年ぶり
に開催され、こちらも多くの方で賑わっていました。

　

４
月
か
ら
木
島
平
村
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る
保

倉
敏
樹
と
申
し
ま
す
。
木
島
平
村
観

光
振
興
局
（
道
の
駅
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｕ
Ｓ

木
島
平
）
に
て
、
業
務
を
し
て
い
ま

す
。出

身
は
長
野
市
で
、
中
学
の
頃
か

ら
始
め
た
陸
上
競
技
の
長
距
離
種
目

(

マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
長
い
距
離)

を

今
で
も
続
け
て
い
ま
す
。
今
で
も
週

５
回
く
ら
い
樽
川
沿
い
の
土
手
を
走

っ
て
い
ま
す
。

大
学
時
代
に
は
、
山
岳
ラ
ン
ニ
ン

グ
で
あ
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
や

ス
カ
イ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
い
う
山
を
走

る
競
技
を
始
め
ま
し
た
。
月
に
１
回

く
ら
い
は
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
や
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
に
出
場
し
、

今
年
の
目
標
に
向
け
て
日
々
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

既
に
１
か
月
、
木
島
平
村
で
過
ご

し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
た
り
、
車
で
回

っ
た
り
し
て
い
る
と
木
島
平
村
の
広

大
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

や
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
木
島

平
村
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

木
島
平
村
の
振
興
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

問合せ 0269(82)2800

保倉　敏
と し き

樹

「木島平に移住して、
毎日楽しく生活しています！」

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

▲白馬国際クラシック 28 ｋｍ
　トレイルランニングレース

▲昨年の初マラソン（長野）
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分類 リユースできるもの リユースできないもの

ベビー用品

・ベビー服
・ベビー小物（靴、帽子など）
・抱っこ紐
・ベビーチェア（小型のもの）
・チャイルドシート

・ベビーベッド、クーハン、
　バウンサーなどの大型用品
・哺乳瓶、食器類などの口に触れるもの
・肌着などの肌に触れるもの（未開封は可）
・おまる、補助便座、おむつ用ごみ箱　

キッズ用品
・服
・小物（靴、帽子など）
・ジュニアシート

・自転車、三輪車、
　ランニングバイクなどの大型用品
・肌着などの肌に触れるもの（未開封は可）

学用品

・運動着
・さんすうセット
（揃っていればパーツ単位でも可）
・習字セット、裁縫セット、
　絵の具セット
・ものさし、定規など

・鍵盤ハーモニカ、リコーダーなどの
　口に触れるもの
・水着などの肌に触れるもの
・中学校制服

その他 ・子ども向け DVD、絵本 ・ぬいぐるみ、おもちゃ
・ビデオ、教材など

おひさま☀リユースをご利用ください
お子さんの思い出が詰まった子ども用品を、大切に使ってくれる人へバトンタッチしませんか？着られなく

なってしまった服や運動着、使わなくなった学用品や小物など、「お下がり」できるものを村がお預かりし、
必要な方へ無料でお譲りします。        　　　　　　　　　　　　　　　　　 　【子育て支援係　内線１６２】 

【回収の方法】
　①ベビー服・ベビー用品　子育て支援室（おひさま保育園併設）にお持ちください。
　　受付時間：平日午前９時～ 11 時 45 分　 ※毎月第１木曜日は午前９時～午後３時
　②学用品・運動着　木島平小学校・中学校の参観日にお持ちください。
　　回収方法：玄関ホールに設置した回収箱に入れてください。
　※その他、不定期での配布会も予定しています。ふう太ネットや村公式 LINE などでお知らせします。

【回収できないもの】　※必ず持ち込む前にご確認ください。
　・洗濯、掃除をしていない、汚れが付着しているもの　
　・落ちないシミ、カビ等があるもの
　・生地や素材の痛み、破け、破損、毛玉のあるもの
　・部品が欠損しているもの（使用上の安全が保障されないもの）
　※上記の状態が見受けられる場合、お返しすることがあります。ご家庭で大切にされてきた子ど
　　も用品を次の方が気持ちよく使えるよう、お譲りいただく際は、十分にご確認ください。
　　詳しくは、村公式ウェブサイトをご覧いただくか、役場子育て支援係へお問い合わせください。
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◆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法
が

ス
タ
ー
ト

きじま平っ子ホット情報

保育園

小学校

中学校

砂
遊
び

第
一
回

　

避
難
訓
練

１
年
生
を

　
　

迎
え
る
会

　

昨
年
の
途
中
入
園
の
お
子
さ
ん
も

含
め
て
25
名
が
入
園
し
ま
し
た
。

一
つ
ず
つ
大
き
い
ク
ラ
ス
に
進

級
し
た
子
ど
も
た
ち
も
、
入
園
し
た

子
ど
も
た
ち
も
、
ま
だ
ま
だ
新
し
い

環
境
に
慣
れ
ず
緊
張
し
て
い
る
様
子

が
あ
っ
た
り
、
嬉
し
そ
う
に
し
て
い

る
様
子
が
あ
っ
た
り
と
目
ま
ぐ
る
し

い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

暖
か
な
陽
気
で
園
庭
の
雪
も
す
っ

か
り
な
く
な
り
、
子
ど
も
た
ち
は
気

持
ち
の
良
い
外
遊
び
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
左
の
写
真
は
、
４
月
10
日
に

「
て
ん
と
う
虫
の
ご
は
ん
」
を
砂
で

作
っ
て
い
る
様
子
で
す
。

　

４
月
17
日
、
第
一
回
の
避
難
訓
練

が
あ
り
ま
し
た
。
年
度
当
初
と
い
う

こ
と
で
、
主
な
目
的
は
「
避
難
経
路

を
覚
え
る
こ
と
」
で
し
た
。
消
防
団

の
方
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
と
て

も
上
手
に
避
難
で
き
て
い
た
こ
と
を

ほ
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

昔
の
樽
川
の
氾は

ん
ら
ん濫
の
お
話
は
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
お
話
し
で

し
た
。

　

避
難
訓
練
は
全
３
回
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
で
設
定
が
違
う

の
で
、
そ
の
意
味
を
一
つ
ひ
と
つ
確

認
し
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
な
学
校

生
活
作
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

４
月
５
日
、
生
徒
会
主
催
に
よ
る

１
年
生
を
迎
え
る
会
を
行
い
ま
し

た
。
生
活
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
、
３
年
生
に
よ
る
寸
劇
で

中
学
校
の
生
活
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

入
会
式
で
は
、
委
員
会
紹
介
な
ど

を
行
い
、
新
入
生
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
し
て
、
生
徒
手
帳
や
校
歌
の
Ｃ
Ｄ

な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
ま

た
、
新
入
生
を
代
表
し
て
岡
田
万ま
ひ
ろ尋

さ
ん
が
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

保育園、小学校、中学校で、すくすく
と育っている村の子どもたちの授業や
取組み、行事の様子を紹介します。　　　　

【子育て支援係　内線１６２】
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健　康

だより

た
ば
こ
の
依
存
は
病
気
で
す

保健師
尾澤優衣

健康福祉係
内線１２５

　毎年 5 月 31 日は世界禁煙デーです。

　そこで今回は、たばこによる健康への影響についてお伝えします。

たばこによる健康への影響を知っていますか

ニコチン依存症

◉深呼吸

◉水や氷・カロリーゼロの炭酸飲料などを口にする

( 冷たいものは刺激となり、気持ちを紛らわせてくれます )

◉身体を動かす

◉歯磨き

( 口の中をきれいにすると、吸いたい気持ちが収まります )

◉糖分の少ないガムや干し昆布などを噛む

たばこをやめるのに、遅すぎるということは
ありません。自分自身とご家族を守るためにも、
この機会にぜひ禁煙をしましう！

　たばこをやめたくてもやめられない…。これが「ニコチン依存症」と

いう病気です。

　たばこがなかなかやめられないのは「意思が弱いからだ」と思い込ん

でいる人がいますが、禁煙できないのは、ニコチン依存症という病気の

ためだと、まず認識してください。

たばこによる健康被害

・たばこを吸う人の死亡率は吸わない人より高い

→たばこを吸うことで寿命が 8 ～ 10 年短くなると言われています。

・肺がんに限らず、喫煙はほとんどの部位のがんの原因

・たばこの煙は周りの吸わない人にも影響を及ぼす ( 受動喫煙 )

→受動喫煙による肺がんリスクは約 1.3 倍にもなると言われています。

・電子たばこは紙たばこに比べて健康影響が少ないかどうかは、まだ明

らかになっていない ( 電子タバコも禁煙が必要 )

吸いたくなったら「別の行動」をとりましょう

快楽物質の放出により、

「たばこでリラックス

できる」と錯覚

ニコチンが切れる

イライラす
る



2024.5

15

　高齢者とそのご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　健康福祉係　内線 126・128　　★直通電話 0269（82）4771

　基本チェックリストを提出いただいた方に、保健師や看護師、管理栄養士が訪問などで結果をお返
ししています。

【基本チェックリストとは・・・】
　75 歳以上の方（介護保険認定者を除く）に、２月末からの各種検診とりまとめに合わせて回答し
ていただきました。この基本チェックリストでは、近い将来介護が必要になる危険性がないかを確認
することができます。ご自分の結果がお手元に届いたら、介護予防などの健康づくりに活かしていき
ましょう。村では、基本チェックリストの結果に基づき、介護予防教室のお誘いや訪問による健康相
談を行っていますので、お含みおきください。

次回の「集まろう！通いの場  ピース」
5/22（水）楽しく学べる交通安全教室　講師：交通安全教育支援センター
6/12（水）ハーモニカ演奏を聴こう！　演奏：レインボーズ中野

◉日時　６月 22 日（土）
　　　　午前９時 30 分～ 11 時
◉会場　役場２階　第１・２会議室
◉講師　北信総合病院
　　　　薬剤師　堀川明

めい

　氏
◉参加費無料

◉申込み・問合せ
　保健補導員会事務局 ( 健康福祉係内 )　
　【0269（82）3111　内線 127】
※できるだけ事前申込みをお願いします。
　申込みなしでの参加も可能です。
◉事前申込み期限　６月 14 日（金）

＊基本チェックリストの結果をお知らせします＊

【健康講演会】
「薬と健康食品

　～健康食品って薬じゃないの？～」

地域包括支援センター包括だより

木島平村地域包括支援センター

こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

　

保
健
補
導
員
会
で
は
、
地
域
へ
健
康

の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
健
康
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

今
話
題
に
な
っ
て
い
る
サ
プ
リ
メ
ン

ト
な
ど
、
健
康
食
品
は
と
っ
て
も
身
近

な
も
の
で
す
よ
ね
。
薬
だ
と
思
っ
て
た

く
さ
ん
飲
ん
で
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
？

　

薬
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
違
い
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

薬
と
健
康
食
品
の
違
い
や
、
健
康
食

品
の
安
全
性
、
正
し
い
摂
取
方
法
な
ど

基
本
的
な
こ
と
を
薬
剤
師
の
先
生
に
お

話
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
保
健
補
導
員
会
事
務
局

　
　
　
（
健
康
福
祉
係
）
内
線
１
２
７
】
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Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　

４
月
４
日
、
令
和
６
年
度
の
新
任
式
が

行
わ
れ
、
新
た
に
お
見
え
に
な
っ
た
９
名

の
先
生
方
を
紹
介
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

行
わ
れ
た
始
業
式
で
は
、
校
長
先
生
か
ら

『
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
ー
の
冒
険
』
に
つ
い
て

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

英
語
の
教
科
書
の
題
材
で
あ
っ
た
こ
の

作
品
に
感
銘
を
受
け
、
英
語
を
も
っ
と
学

び
た
い
と
い
う
夢
を
叶
え
る
た
め
に
イ
ギ

リ
ス
へ
留
学
を
し
た
こ
と
や
、
そ
こ
で
の

困
難
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
テ
ー
マ
で

あ
る「
誰
よ
り
も
遠
く
へ
」の
歌
詞
に「
つ

ら
い
時
で
も
顔
を
空
に
向
け
ろ
」
と
あ
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
３
年
間
で
つ
ら
い
こ

と
も
あ
る
が
、
失
敗
し
て
も
め
げ
ず
に
、

多
く
の
生
徒
が
自
身
の
夢
を
か
な
え
、
活

躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
５
日
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る

暖
か
く
穏
や
か
な
日
差
し
の
も
と
、
令
和

６
年
度
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
方
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
新

入
生
代
表
の
池
田
茜
音
さ
ん
に
よ
る
宣
誓

が
行
わ
れ
、
新
入
生
56
名
の
入
学
が
許
可

さ
れ
ま
し
た
。
校
長
先
生
か
ら
新
入
生
へ

の
式
辞
で
は
「
挨
拶
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
」、
ま
た
、「
只
今
」
の
語
源
か
ら
「
一

日
一
日
を
大
切
に
、
今
が
楽
し
い
、
今
が

あ
り
が
た
い
、
今
が
喜
び
で
あ
る
と
い
う

３
年
間
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
、
保

護
者
の
方
へ
は
「
家
庭
は
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
の
一
番
の
憩
い
の
場
で
あ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
源
で
あ
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
生
に
は
農
林
生
と
し
て
の
自
覚
と

誇
り
を
持
ち
、
高
校
生
活
を
有
意
義
に
過

ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

新任式 ・ 始業式

入学式

オリエンテーションと
クラブ結成

　

例
年
、
４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
県

内
で
は
山
菜
採
り
目
的
で
入
山
し
、
道

迷
い
や
、
急
斜
面
で
の
滑
落
に
よ
り
、

死
傷
す
る
遭
難
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

山
菜
採
り
は
、
探
す
こ
と
に
夢
中
に
な

る
あ
ま
り
、
迷
っ
た
り
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
危
険
な
場
所
に
立
ち
入
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、
多
く
の

リ
ス
ク
を
も
た
ら
し
ま
す
。

◉
遭
難
防
止
対
策

　

万
が
一
に
備
え
て
携
帯
電
話
、雨
具
、

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
、
非
常
食
、
飲
料
な
ど

を
必
ず
携
行
し
て
く
だ
さ
い
。
山
菜
採

り
で
入
山
す
る
際
も
、
必
ず
家
族
や
友

人
な
ど
に
入
山
場
所
と
予
定
を
知
ら
せ

ま
し
ょ
う
。
家
族
や
身
近
な
人
に
山
菜

採
り
を
趣
味
と
す
る
人
が
い
る
場
合
に

は
、
周
囲
か
ら
積
極
的
に
注
意
喚
起
を

し
て
、
遭
難
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

山
菜
採
り
の
遭
難
防
止

駐在所だより

木島平村駐在所
☎ 0269(82)4137

田
口
警
部
補

　

４
月
８
日
、
１
年
生
と
２
・
３
年
生
が
初
の

顔
合
わ
せ
と
な
る
対
面
式
と
、
生
徒
会
に
よ

る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

緊
張
し
た
様
子
で
式
が
進
む
中
、
歓
迎
の

意
を
込
め
て
、
新
入
生
に
花
鉢
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
１
年
間
の
行
事
や
各
部
活
動
の
紹
介
、

農
林
ク
イ
ズ
も
開
催
さ
れ
、
１
年
生
は
ま
た

１
つ
下
高
井
農
林
高
校
の
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
い
ち
早
く
高
校
で

の
生
活
に
慣
れ
、
多
種
多
様
な
行
事
に
楽
し

ん
で
取
り
組
ん
で
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
運
動
部
・
文
化
部
、
専
門
部
の
ク

ラ
ブ
結
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
下
高
井
農

林
高
校
の
特
色
の
１
つ
で
あ
る
、
そ
ば
部
の

記
事
が
４
月
19
日
発
行
の
「
北
信
ロ
ー
カ
ル
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ば
部
に
は
５

名
の
新
入
生
が
入
部
し
ま
し
た
。
先
輩
た
ち

の
姿
を
見
て
、
そ
ば
打
ち
を
学
ん
で
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
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 ＳＭＳやメールでの
　　　　フィッシング詐欺に注意

【事例】
　宅配業者名で SMS（ショートメール）が届いた。ちょうど荷物
が届く予定だったので、SMS に書かれていた URL をクリックして、
記載されていた指示どおりに、ID やパスワード等を入力した。し
かし、その後 11 万円を不正利用されていたことが分かった。

【アドバイス】
・実在する組織をかたる SMS やメールを送信し、ID やパスワード、
　暗証番号などの個人情報を詐取したうえ、クレジットカードな
　どを不正利用する手口です。
・記載されている URL にはアクセスせず、事前にブックマークし
　た正規のサイトや正規のアプリからアクセスしましょう。
・フィッシングサイトに個人情報を入力してしまった場合、同じ
　ID やパスワード等を使っているサービスを含め、すぐに変更し、
　クレジットカード会社や金融機関等に連絡しましょう。
・ID やパスワード等の使い回しを避けることで被害の拡大を防
　ぐことができます。
・困ったときは、消費生活センター等にご相談ください。（消費者
　ホットライン 188）　             　 　　【生活環境係　内線１２１】

　

　県内では、令和５年農作業による
死亡事故が７件、そのうち全ての事
故が 60 歳代以上となっており、特
に高齢農業者による事故の割合が高
くなっています。

家族や仲間同士で互いに声を掛け
合い、安全に農作業を行いましょう。

死亡事故は、乗用型・歩行型トラ
クターによるものが一番多く発生し
ています。

乗用型農業機械を運転する際は、
必ずシートベルト・ヘルメットを着
用するほか、一人での作業はなるべ
く避け、休憩を十分にとって農作業
安全を取り組みましょう。

　　　　　　【農林係　内線１３１】

春の農作業安全運動月間

　安全に農作業を行いましょう

【政策情報係　内線１１４】
ふう太ネット木島平からのお知らせ

　村では光ケーブルにより、テレビ放送やふう太ネット（ケー
ブルテレビ）の視聴、村内有線電話利用、宅内放送（緊急放
送・音声告知放送）を提供しています。また、村の光回線を
利用したインターネットの利用にはふう太ネットへの加入が
必要です。（プロバイダーの申込は別途必要です）

◇加入負担金
　１１０，０００円（税込）
　※分割払いもできます。
◇月額使用料
　　　２，２００円（税込）

【光ケーブルに届く前に、樹木の剪定・伐採にご協力ください】
　村には、情報通信施設用の光ケーブル網があります。この光ケーブルは電力線や電話線と違い、特殊

で高価な機械でしか接続できず、設置には高い費用がかかります。

　光ケーブルに限らず、電力線、電話線に樹木や生け垣が届きそうな場合は、早目に剪定・伐採をお願

いします。突風や台風により、幹や枝などとこすれ、断線の原因となります。なお、電力線については

作業に危険を伴う場合がありますので、次の連絡先へお問い合わせください。  

◉電力線　中部電力パワーグリッド飯山営業所 　電話 0120（984）389 

◉電話線　NTT 東日本　電話（局番なしの）113

◉村光ケーブル　政策情報係　電話 0269（82）3111 （内線 114）
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５月
村税等の口座振替日は５月 27日㈪です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

村
税
等
納
期
限

20

月
　

調
布
友
の
会
総
会　

16
時
30
分
～

21

火

22

水
　

村
長
杯
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　

農
業
委
員
会
総
会　

18
時
～

23

木

24

金

25

土

26

日

27

月
　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
～　

28

火

29

水

30

木

31

金
　

６
月
議
会
定
例
会
初
日

1

土
　

木
島
平
小
学
校
運
動
会　

８
時
40
分
～

2

日
　

古
着
・
古
布
回
収　

９
時
～
12
時

3

月

4

火

5

水
　

心
配
ご
と
相
談　

９
時
～
12
時

　

６
月
議
会
定
例
会
一
般
質
問
（
～
６
日
）

生ごみを 捨てる前には

ギューっと ひと絞り

エコパーク寒川

燃える
ごみ処分量

令和５年４月 令和４年４月 前年同月比

73,590kg 63,820kg 115%

燃えない
ごみ処分量

令和５年４月 令和４年４月 前年同月比

6,480kg 7,250kg 89%

　燃えるごみ処分量を減らしましょう。

　分別収集とリサイクルにご協力ください。

　ルールを守り、 気持ち良くゴミを出しましょう。

きちんと分別

燃えるごみと 資源ごみ

有 

料 

広 

告

自衛官募集のお知らせ

≪第 2 回一般幹部候補生≫

◉概　要　幹部候補生学校へ入隊し約１年の教育を　　
　　　　　経て幹部自衛官に任官します。
◉資　格　22 歳以上 26 歳未満の者
◉受　付　6 月 13 日㈭まで
◉試験日　一次試験：6 月 22 日㈯
　　　　　二次試験：7 月 30 日～８月５日のいず　
　　　　　れか１日程度

◉問合せ　自衛隊長野地方協力本部　
　　　　　長野地域事務所　☎ 026（235）6026

村
税
等
口
座
振
替
日

議会日程は５月 22 日の議会運営委員会で正式決
定します。村公式ウェブサイトをご覧ください。
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９月

広
報
配
布
日

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 0 21 野沢温泉村 0 1 20 その他 0 0 3

飯山市 3 0 110 栄村 0 0 15 《合計》 3 1 169

件 件 件 件 件件 件件 件４月の出動件数（岳北消防本部）

受付：13：00 ～ 13：15
場所：保健センター
◉水痘：５月 23日㈭
　対象：令和 4 年 8 月～ 10 月生

うまれ

　　　   令和 5 年 2 月～ 4 月生
◉日本脳炎１期
　初回 1回目：6 月12 日㈬
　対象：令和 2 年 9 月～
　　　　　　　令和 3 月 2 月生
◉ヒブ・肺炎球菌・ロタウイルス
　　　　　　　  　 ：6 月14 日㈮
　ロタウイルスの対象
　令和 5 年 12 月～令和 6 年 3 月生

日にち：6 月 6 日㈭
受付：13：15 ～ 13：30
場所：保健センター
対象：令和 6 年 1 月～ 4 月生

日にち：5 月 30 日㈭
場所：木島平村診療所
受付：11：30
対象：令和 5 年 10 月生

日にち：6 月19 日㈬
受付：13：00 ～ 13：30
場所：保健センター
対象：令和 3 年 5 月生
　　   令和 4 年 4 月・5 月生
　　   令和 4 年 10 月・11 月生
　　   令和 5 年 5 月・6 月生
　　   令和 5 年 10 月・11 月生
　　   令和 6 年 1 月・2 月生

予 防 接 種

火事招く あなたの過信と 無関心

【５月 20 日㈪～６月 19 日㈬】

　子育て中の保護者同士の交流・
ふれあいの場として、おひさま保育
園のプレイルームを開放します。
日時：月曜日～金曜日（保育園開所日）
　　9：00 ～ 11：30
※毎月第 1 木曜日は 9：00 ～ 15：00　

場所：おひさま保育園プレイルーム
◉ 5 月 21日㈫　9：45 ～
　「ベビーマッサージ」（申込制）
◉ 5 月 28 日㈫　9：45 ～
　「かおり先生の食育教室」
◉ 6 月 4 日㈫　9：45 ～
　「保健師のお話を聞いてみよう‼」
◉ 6 月11日㈫　9：45 ～
　「親子ふれあい遊び（運動）」
◉ 6 月18 日㈫　9：45 ～
　「ケヤキの森で遊ぼう‼」

おひさま教室

おひさま広場

新型コロナウイルス感染症の
影響など行事等が変更となる
場合があります。

る人
権
か
る
た

ん
る
ん
と  

楽
し
く
遊
ぼ  

友
達
と  

BCG 予防接種

社協関係の行事は 35ページ
「社協の予定」をご覧ください。６月

6

木　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会　

17
時
～

7

金

8

土
　

9

日
　

村
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

10

月
　

11

火
　

12

水

13

木
　

６
月
議
会
定
例
会
最
終
日

14

金
　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会　

14
時
～

15

土
　

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
総
会

16

日　

村
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

第
12
回
エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
フ
ェ
ア　

９
時
45
分
～
12
時

17

月

18

火

19

水

20

木
　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

９
時
～
11
時

乳幼児健診

乳児整形検診
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て
全
課
で
取
り
組
む
。

丸
山
総
務
課
長

①�

最
低
限
の
職
員
で
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

管
理
部
門
を
設
け
る
こ
と
は
小
規
模
自

治
体
で
は
で
き
な
い
。
ミ
ス
を
起
こ
さ
な

い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
徹
底
し
た
い
。

②�

ス
ト
レ
ス
と
確
認
さ
れ
た
職
員
は
減
っ

て
い
る
。
雇
用
側
の
義
務
と
し
て
今
後

も
健
康
管
理
は
行
う
。

③�

未
収
入
債
権
は
関
係
法
令
に
従
い
適
切

に
処
理
す
る
。

質　

問

　

共
済
は
任
意
加
入
で
あ
る
。
公
費
加
入

を
除
く
と
４
分
の
１
の
約
千
人
は
未
加
入
。

交
通
災
害
共
済
を
（
公
費
で
）
全
戸
加
入

さ
せ
る
根
拠
は
。
ま
た
、
そ
の
財
源
は
。

　

交
通
安
全
対
策
と
言
う
な
ら
、
通
学
道

路
の
危
険
箇
所
を
対
策
す
る
方
が
本
来
の

意
義
と
思
う
。

村　

長

　

交
通
事
故
で
災
害
を
受
け
た
住
民
の
生

活
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
。

財
源
は
村
費
。

湯
本
産
業
課
長

　

商
工
会
に
も
確
認
し
て
い
る
が
、
寡
雪

資
金
の
要
望
は
な
い
。

質　

問

①�

仕
事
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
等
は
付
き

物
だ
が
、
い
か
に
不
祥
事
を
未
然
防
止

で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
内
部
統
制
、
内
部
監

査
）
を
行
う
部
署
が
な
く
、
監
査
委
員

ま
か
せ
の
状
況
だ
が
、
対
策
は
。

②�

職
員
の
心
身
の
健
康
が
大
切
だ
が
、

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
機
能

　

し
て
い
る
か
。

③
未
納
入
債
権
の
保
全
は
。

村　

長

①�

担
当
課
だ
け
で
な
く
、
行
政
全
般
で
起

こ
り
う
る
。
全
職
員
を
対
象
に
再
発
防

止
に
つ
い
て
周
知
し
対
応
を
指
示
し
た
。

業
務
の
重
要
性
を
し
っ
か
り
位
置
付
け

質　

問

　

能
登
半
島
地
震
で
は
想
像
を
超
え
る
被

害
が
地
域
住
民
を
襲
っ
た
。

①�

当
地
で
起
き
た
場
合
、
被
害
に
遭
っ
た

村
民
が
頼
る
役
場
は
機
能
で
き
る
か
。

日
々
の
準
備
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
は
で
き
て
い

る
が
、
足
り
な
い
部
分
は
。

②
広
域
の
支
援
体
制
は
。

村　

長

①�

村
の
計
画
は
、
災
害
時
に
村
が
優
先
し

て
行
う
業
務
を
明
確
に
す
る
基
本
方
針

等
を
定
め
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
職

員
も
被
災
す
る
な
ど
、
想
定
を
超
え
る

対
策
の
難
し
さ
を
実
感
。
限
ら
れ
た
職

員
で
村
民
と
連
携
協
力
し
進
め
る
こ
と

が
重
要
。
防
災
訓
練
を
継
続
し
た
い
。

丸
山
総
務
課
長

②�

県
で
は
、「
県
市
町
村
災
害
時
相
互
応

援
協
定
」
と
、
能
登
半
島
地
震
の
よ
う

な
広
範
囲
の
災
害
の
場
合
に
は
「
中
部

９
県
１
市
災
害
時
等
応
援
協
定
」
で
対

応
。
災
害
時
に
は
早
く
応
援
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、必
要
事
項
を
確
認
し
て
い
く
。

質　

問

　

雪
に
よ
る
稼
ぎ
も
村
の
重
要
な
生
活
の

支
え
で
あ
る
。
ス
キ
ー
場
は
経
営
主
体
が

変
わ
り
、
民
宿
業
な
ど
関
連
の
商
い
を
さ

れ
て
い
る
方
は
厳
し
い
状
況
。

①
暖
冬
だ
っ
た
が
、
寡
雪
資
金
の
検
討
は
。

②�

ス
キ
ー
場
の
運
営
会
社
と
観
光
業
の

　

話
合
い
の
仲
介
を
す
る
考
え
は
。

村　

長

①�

今
後
の
雪
の
状
況
を
見
な
が
ら
商
工
会

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

②�

ス
キ
ー
場
の
運
営
方
針
が
変
わ
り
影
響

が
あ
る
と
い
う
ご
意
見
は
承
知
し
て
い

る
。
村
の
観
光
産
業
と
し
て
対
応
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

質　

問

　

寡
雪
資
金
の
要
望
は
。

村　

長

質　

問

役
場
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
業
務
継
続
計
画
）は

村　

長

丸
山
総
務
課
長

有
事
の
業
務
継
続
計
画
で
村
民
の
く
ら
し
を
守
る

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

機
能
し
て
い
る
か

湯
本
産
業
課
長

次
回
定
例
会
の
予
定
（
令
和
６
年
６
月
第
２
回
）

・
開
会
日　

５
月
31
日
（
金
）

・
一
般
質
問　

６
月
５
日
（
水
）
～
６
日
（
木
）

・
閉
会
日　

６
月
13
日
（
木
） ※

現
時
点
の
予
定
で
す
。

質　

問

質　

問

３月定例会の一般質問は一問一答方式（試験的実施）で行いました。要旨は、質問者自身でまとめています。

関　
　

達  

夫  

議
員

観
光
業
へ
の
寡
雪（
か
せ
つ
）資
金
対
応
は

交
通
災
害
共
済
の

全
戸
加
入（
公
費
）は
必
要
か

村　

長

質　

問

丸
山
総
務
課
長

質　

問

村　

長
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①�

本
村
の
道
の
駅
は
立
地
が
悪
く
、
珍
し

い
物
や
特
別
う
ま
い
も
の
が
あ
る
わ
け

で
な
く
、
道
の
駅
と
し
て
の
再
生
は
疑

問
。
ま
た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
多
額
の

公
金
を
投
入
す
る
の
は
問
題
。

　

�　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。

②�

道
の
駅
よ
り
も
、
近
隣
市
町
村
と
比
べ

て
か
な
り
見
劣
り
し
て
い
る
企
業
誘
致

制
度
の
拡
充
を
行
い
、
企
業
誘
致
を
進

め
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

村　

長

①�

補
助
金
の
返
還
や
一
般
財
源
を
投
じ
て

解
体
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
。
今
あ
る

施
設
の
機
能
を
生
か
し
て
再
整
備
す
る

こ
と
で
経
費
の
節
減
に
つ
な
が
る
。

　

�　

単
に
賛
成
と
か
反
対
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は
な
じ
ま
な
い
。

②�

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
※
結
果
を
踏
ま

え
て
計
画
を
策
定
す
る
。

質　

問

　

何
を
ど
う
す
る
の
か
、
規
模
や
事
業
費
、

財
源
も
わ
か
ら
な
く
、
多
く
の
議
員
か
ら

反
対
や
疑
問
の
声
が
出
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
再
整
備
に
関
わ
る
経
費
を
新
年
度

予
算
に
計
上
す
る
の
は
時
期
尚
早
。

村　

長

　

外
か
ら
来
る
皆
さ
ん
が
道
の
駅
を
め
ぐ

る
と
か
、
道
の
駅
を
通
し
て
村
の
状
況
を

知
る
と
か
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
大
き
な

効
果
が
あ
る
。
道
の
駅
そ
の
も
の
が
村
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
施
設
。

負
担
。
ま
た
、
２
年
前
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト

事
前
調
査
が
必
要
と
な
り
、
25
万
円
ほ
ど

余
計
に
か
か
る
。

村　

長

　

能
登
半
島
等
の
災
害
の
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
す
る
。

質　

問

　

県
下
58
町
村
中
26
町
村
が
学
校
給
食
費

を
無
償
化
し
て
い
る
。
中
野
市
は
、
来
年

度
の
軽
減
割
合
を
現
行
の
５
割
か
ら
６
割

に
拡
大
、
飯
山
市
、
山
ノ
内
町
も
５
割
軽

減
す
る
。
一
方
、
本
村
の
来
年
度
の
軽
減

率
は
23
・
８
％
で
あ
る
。

　

本
村
も
軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

村　

長

　

相
対
的
な
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

中
で
今
後
検
討
す
る
。

関
教
育
長

　

公
費
補
助
の
増
額
も
視
野
に
保
護
者
の

負
担
軽
減
に
努
め
る
。

質　

問

　

村
長
は
再
整
備
を
目
指
し
て
い
る
が
、

全
国
の
道
の
駅
の
３
割
は
赤
字
。

質　

問

　

能
登
半
島
地
震
に
よ
り
倒
壊
し
た
家
屋

の
多
く
は
、
耐
震
基
準
が
強
化
さ
れ
た
昭

和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
で
、

避
難
の
い
と
ま
も
な
く
２
階
建
て
住
宅
の

１
階
部
分
が
潰
れ
た
映
像
が
衝
撃
的
。

①�

本
村
の
耐
震
診
断
調
査
対
象
戸
数
、
耐

震
診
断
実
施
戸
数
、
診
断
に
よ
る
改
修

費
の
最
高
額
と
平
均
額
、
実
際
に
補
強

工
事
を
行
っ
た
戸
数
は
何
戸
か
。

②
本
村
の
耐
震
化
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

③�

希
望
調
査
時
に
申
し
込
ま
な
か
っ
た
者

で
も
、
耐
震
診
断
を
行
え
る
か
。

④�

多
額
の
費
用
が
か
か
る
、
高
齢
世
帯
、

家
を
継
ぐ
者
が
い
な
い
、
経
済
的
理
由

な
ど
に
よ
り
、
改
修
に
二
の
足
を
踏
む

世
帯
が
多
い
。
改
修
費
用
を
抑
え
る
た

め
に
、
生
活
す
る
時
間
の
長
い
居
間
や

寝
室
な
ど
の
一
部
分
だ
け
を
改
修
し
た

い
と
い
う
場
合
に
も
補
助
金
の
対
象
と

な
る
か
。

⑤�

近
年
の
物
価
高
騰
や
ア
ス
ベ
ス
ト
事
前

調
査
の
義
務
化
な
ど
に
よ
り
、
改
修
費

用
が
増
高
し
て
い
る
。
村
も
補
助
金
の

増
額
を
。

⑥�

長
野
県
は
、
耐
震
化
率
を
２
年
後
に

92
％
に
す
る
と
い
う
。
本
村
は
、
ど
の

よ
う
な
目
標
を
掲
げ
、
ど
の
よ
う
な
施

策
で
耐
震
化
を
進
め
る
の
か
。

⑦�

努
力
義
務
と
な
っ
て
い
る
耐
震
改
修
促

進
計
画
を
作
成
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

⑧�

耐
震
工
事
に
合
わ
せ
て
リ
フ
ォ
ー
ム
を

し
た
方
が
良
い
場
合
も
あ
る
が
、
近
年

の
物
価
高
騰
に
よ
り
補
助
金
上
限
が
10

万
円
で
は
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
。増
額
を
。

小
松
建
設
課
長

①�

調
査
は
９
４
２
棟
、
６
１
５
世
帯
。
平

成
25
年
か
ら
の
住
宅
耐
震
事
業
に
基
づ

く
診
断
は
26
件
、
そ
れ
以
前
の
簡
易
診

断
は
97
件
。
改
修
費
用
は
約
90
万
円
か

ら
１
千
万
円
の
範
囲
で
、
単
純
平
均
で

３
５
０
万
円
。
改
修
は
１
棟
。

②
60
・
５
％
。

③
予
算
の
範
囲
内
で
実
施
で
き
る
。

④
補
助
金
の
対
象
に
な
ら
な
い
。

⑤�

耐
震
工
事
に
限
っ
て
費
用
が
増
高
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
ず
は
耐
震
診

断
を
。

⑥�

68
％
に
す
る
。
広
報
と
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
で
周
知
し
て
い
る
。

⑦
令
和
３
年
度
か
ら
の
計
画
が
最
新
版
。

⑧
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

質　

問

　

改
修
費
が
３
割
以
上
増
高
し
、
大
き
な

能
登
半
島
地
震
を
教
訓
に
、耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
に
よ
り
、

安
心
・
安
全
な
村
づ
く
り
を
　

道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
に
つ
い
て

住
宅
の
耐
震
改
修
に
つ
い
て

学
校
給
食
費

保
護
者
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て

質　

問

村　

長

質　

問

村　

長

質　

問

村　

長

質　

問

村　

長

質　

問

小
松
建
設
課
長

※サウンディング調査…�村有地などの有効活用に向けた検討にあたって、 活用方法について民間事業者から広く意見、
提案を求め、「対話」を通じて市場性等を把握する調査。

山 

﨑　

栄 

喜  

議
員

関
教
育
長



質　

問

　

２
月
、
一
部
の
ス
キ
ー
場
関
係
者
か
ら

話
を
聞
い
た
。

①�

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
宿
泊
客
が
少
な
い
実
情

が
出
さ
れ
た
。
そ
の
原
因
で
、
寡
雪
等

自
然
的
要
因
の
ほ
か
、
ス
キ
ー
場
運
営

事
業
者
と
の
連
携
不
足
が
指
摘
さ
れ
た
。

②�

実
情
を
ス
キ
ー
場
運
営
事
業
者
に
伝
え
、

双
方
の
仲
介
を
行
い
、
意
見
交
換
の
場

を
設
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
観
光
振
興

局
の
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。

③�

今
後
、
ス
キ
ー
場
運
営
事
業
者
と
村
、

観
光
振
興
局（
会
員
、ス
キ
ー
場
関
係
者
）

　

の
３
者
に
よ
る
常
設
意
見
交
換
の
機
構

　

が
設
け
ら
れ
な
い
か
。

佐
藤
副
村
長

①
②�

ス
キ
ー
場
を
中
心
と
し
た
観
光
に
関

わ
る
皆
さ
ん
と
観
光
振
興
局
が
一
体

と
な
っ
て
協
議
す
る
場
を
持
ち
、
情

報
共
有
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

湯
本
産
業
課
長

②�

第
３
セ
ク
タ
ー
時
代
、
ス
キ
ー
シ
ー
ズ

ン
前
に
運
営
方
針
の
説
明
、
意
見
交
換

会
を
開
催
し
て
い
た
。
今
後
そ
の
よ
う

な
機
会
を
設
け
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法

か
と
思
う
。
村
と
し
て
は
、
意
見
と
し

て
繋
げ
、
検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

③�

今
の
と
こ
ろ
常
設
の
も
の
は
想
定
し
て

い
な
い
。

　

か
ら
ポ
ー
ル
バ
ー
ン
閉
鎖
の
通
達
が

　

出
さ
れ
、Ｔ
ｈ
ｅ
き
じ
ま
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

　

�（
旧
牧
の
入
ス
キ
ー
場
）
に
移
さ
れ
た
。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
来
シ
ー
ズ
ン
に

　

向
け
て
ゴ
ー
ル
ハ
ウ
ス
と
タ
イ
ム
計
測

　

シ
ス
テ
ム
を
移
設
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

今
後
ゴ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
更
な
る
活
用
を

　

図
っ
て
い
く
た
め
の
措
置
で
あ
る
。

質
問

①�

年
々
自
然
災
害
が
多
発
、
大
型
化
し
て

い
る
。
あ
ら
ゆ
る
災
害
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
が
必
要
で
は
な
い
か
。

②�

地
震
大
国
日
本
の
原
発
の
危
険
性
を

　

十
分
考
慮
し
、
柏
崎
刈
羽
原
発
か
ら

　

60
㎞
圏
内
に
あ
る
木
島
平
村
の
避
難

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
早
期
に
策
定
を
。

丸
山
総
務
課
長

①�

全
村
の
防
災
訓
練
を
毎
年
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
様
々
な
想
定
の
下
、
訓
練

を
行
う
。
開
催
時
期
、
訓
練
時
間
も
検

討
し
て
い
く
。

②�

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
原
子
力
災
害
対
策
に

つ
い
て
位
置
付
け
る
予
定
で
あ
る
。

投
票
率
が
下
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
意

見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

質　

問

①�

令
和
６
年
度
は
ど
の
よ
う
な
村
づ
く
り
、

事
業
の
目
標
を
予
算
化
し
て
い
る
か
。

②�

施
設
民
営
化
実
施
、
ま
た
検
討
の
中
で

観
光
政
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

そ
の
方
向
が
明
確
に
見
ら
れ
な
い
。

③�

ス
キ
ー
場
を
１
万
円
で
譲
渡
し
て
半
年

が
経
っ
た
今
、
ゴ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
移
設

費
用
と
し
て
１
０
１
２
万
８
千
円
を
支

出
す
る
こ
と
に
疑
問
が
あ
る
。

村　

長

①�

「
少
子
化
対
策
の
推
進
」「
２
０
５
０

　

�

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
に
向
け
た
村
づ
く

り
の
推
進
」「
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応

し
た
村
づ
く
り
の
推
進
」
３
つ
を
重
点

施
策
と
し
て
予
算
編
成
を
進
め
て
き
た
。

②�

村
の
観
光
政
策
は
、
公
と
民
の
役
割
分

担
に
よ
る
行
政
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
専

門
性
の
高
い
分
野
の
情
報
発
信
や
Ｐ
Ｒ

を
観
光
振
興
局
を
中
心
に
進
め
て
い
く
。

高
木
生
涯
学
習
課
長

③�

昨
年
10
月
、
ス
キ
ー
場
運
営
事
業
者

質　

問

　

計
画
で
は
、投
票
区
11
を
３
に
、ポ
ス
タ
ー

掲
示
場
を
40
か
ら
26
に
す
る
と
し
て
い
る
。

①�

村
民
に
意
見
を
求
め
た
と
は
言
え
、

　

３
～
４
か
月
で
規
程
等
改
正
が
行
わ
れ

　

る
こ
と
は
拙
速
で
は
な
い
か
。

②�

今
回
の
投
票
率
低
下
を
防
ぐ
対
策
と
し

て
、
巡
回
バ
ス
運
行
が
計
画
さ
れ
て
い

る
が
、
更
に
き
め
細
か
い
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
。
移
動
投
票
所
の
設
置
、

主
権
者
教
育
と
い
う
点
で
投
票
率
向
上

の
取
組
み
等
、
国
民
の
参
政
権
、
投
票

権
を
い
か
に
守
る
か
、
よ
り
深
く
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

川
口
選
挙
管
理
委
員
長

①�

期
日
前
投
票
は
、
投
票
者
全
体
の
６
割

弱
で
、
当
日
の
投
票
者
数
が
減
少
し
て

い
る
。
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
は
、
お
お
む

ね
各
地
区
に
１
か
所
で
あ
り
、
影
響
は

少
な
い
と
考
え
る
。
投
票
所
が
変
更
と

な
る
地
域
か
ら
具
体
的
な
意
見
は
い
た

だ
い
て
い
な
い
。

②�

投
票
率
の
向
上
対
策
と
し
て
移
動
期
日

前
投
票
所
の
設
置
等
検
討
を
進
め
る
。
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村
投
票
区
・
投
票
所
の
再
編
に
伴
う

投
票
所
の
計
画
に
つ
い
て

防
災
・
災
害
避
難
計
画
に
つ
い
て

丸
山
総
務
課
長

質　

問

質　

問

地
方
自
治
は
「
民
主
主
義
の
学
校
」
と
言
わ
れ
ま
す

　
そ
の
意
味
を
各
自
の
立
場
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

高
木
生
涯
学
習
課
長

佐
藤
副
村
長

湯
本
産
業
課
長

村　

長

質　

問

質　

問

山 

浦　
　

登  

議
員

令
和
６
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
に
つ
い
て

川
口
選
挙
管
理
委
員
長

ス
キ
ー
場
観
光
事
業
に
つ
い
て



て
、
観
光
振
興
局
と
農
業
振
興
公
社
と
の

協
同
で
の
「
に
ぎ
わ
う
策
を
検
討
す
る
会

議
」
は
開
か
れ
た
か
。「
案
」
と
し
て
都

市
部
の
農
業
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
と
の

交
流
の
中
で
、
遊
休
荒
廃
地
を
活
用
し
て

の
、
山
菜
の
栽
培
等
で
に
ぎ
わ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

村　

長

　

農
業
関
連
で
は
、
新
規
就
農
者
の
受
入

れ
の
充
実
を
進
め
て
い
る
。
移
住
定
住
対

策
と
併
せ
て
、
人
が
交
流
し
関
係
を
作
り

な
が
ら
木
島
平
の
フ
ァ
ン
作
り
を
進
め
、

賑
わ
い
を
作
っ
て
い
く
。

湯
本
産
業
課
長

　

農
業
振
興
公
社
と
観
光
振
興
局
に
つ
い

て
は
、
重
な
っ
て
い
る
事
業
も
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
目
的
を
持
っ
て
事
業
を
し
て
い

る
。
同
じ
土
俵
で
会
議
を
持
つ
場
は
設
け

て
い
な
い
が
、
繋
が
り
は
出
て
く
る
。
例

え
ば
姉
妹
都
市
・
調
布
市
新
鮮
屋
で
は
、

農
業
振
興
公
社
が
店
舗
を
運
営
し
て
お
り
、

イ
ベ
ン
ト
は
、
観
光
振
興
局
と
合
同
で

行
っ
て
い
る
。
連
携
を
取
り
な
が
ら
事
業

を
進
め
て
い
る
。

　

山
菜
に
つ
い
て
は
、
大
変
有
効
な
対
策

だ
と
思
う
。
農
業
振
興
公
社
の
荒
廃
地
対

策
と
併
せ
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質　

問

　

人
口
減
少
の
課
題
に
即
効
薬
は
な
く
、

地
道
な
積
み
重
ね
で
関
係
人
口
を
作
り
上

げ
、
木
島
平
村
と
の
パ
イ
プ
を
持
つ
人
材

を
増
や
し
、
に
ぎ
や
か
に
し
て
い
く
こ
と

だ
と
思
う
。

　

観
光
で
に
ぎ
わ
う
村
の
取
組
み
は
。

　

ま
た
、
ス
キ
ー
場
の
民
営
化
に
よ
る

「
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
併
設
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
て
の
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
で

に
ぎ
わ
せ
ら
れ
な
い
か
。

村　

長

　

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
更
に
充
実
す
る
た

め
に
、
ス
キ
ー
場
の
み
な
ら
ず
、
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
な
ど
多
様
な
ス
キ
ー

が
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
、
か
つ
て
使
わ

れ
て
き
た
「
古
道
」
昔
の
道
、
新
た
な

ト
レ
イ
ル
の
検
討
な
ど
、
再
生
す
る
馬
曲

温
泉
と
併
せ
て
、
こ
の
村
で
滞
在
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。
郷
の
家
は
、

今
後
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
も
活
用
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

本
山
産
業
企
画
室
長

　

村
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
メ
ニ
ュ
ー
の

一
つ
と
し
て
魅
力
に
感
じ
て
お
り
、
昨
年

10
月
に
、
事
業
者
に
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の

登
録
を
打
診
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
登
録

に
は
な
っ
て
い
な
い
。
事
業
者
の
都
合
、

考
え
も
あ
る
か
と
思
う
。
引
き
続
き
登
録

を
促
し
て
い
く
。

質　

問

　

子
供
で
に
ぎ
わ
う
村
の
取
組
み
は
。

　

ま
た
、
道
の
駅
に
、
天
候
に
左
右
さ
れ

な
い
遊
具
の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

教
育
長

　
「
ふ
る
さ
と
木
島
平
を
担
う
子
供
た
ち

を
地
域
総
ぐ
る
み
で
育
て
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
合
言
葉
で
活
動
し
て
い
る
。

　

学
校
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
お
い
て

も
子
供
た
ち
が
参
加
で
き
る
活
動
を
作
り

出
し
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
多
様
な
方

と
の
出
会
い
や
体
験
を
学
ぶ
機
会
を
作
っ

て
い
く
。
子
供
た
ち
自
身
の
自
己
肯
定
感

や
積
極
性
に
も
繋
が
っ
て
い
く
と
思
う
。

本
山
産
業
企
画
室
長

　

屋
外
の
遊
び
場
、
施
設
内
の
遊
び
場
、

一
体
的
に
遊
べ
る
、
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で

き
る
場
を
設
け
る
こ
と
を
、
道
の
駅
の
一

つ
の
機
能
と
し
て
定
め
て
い
る
。
遊
具
が

設
置
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
、
具
体

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質　

問

　

農
業
で
に
ぎ
わ
う
村
の
取
組
み
は
。

　

ま
た
「
農
業
観
光
」
の
取
組
み
と
し

質　

問

　
「
農
村
を
生
き
る
～
み
ん
な
で
楽
し
み

を
作
り
出
す
村
～
」
へ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
き
た
。
そ
の
中
で
一
年
半
か
け
、
14
回

の
集
会
を
開
き
、
ま
と
め
ら
れ
た
「
村
づ

く
り
集
会
の
提
案
」
は
検
討
さ
れ
た
の
か
。

丸
山
総
務
課
長

　

そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
に
つ
い
て
、
実
施
体

制
の
整
備
や
進
捗
管
理
、
効
果
検
証
は
、

具
体
的
に
は
実
施
し
て
い
な
い
。
提
案
さ

れ
た
活
動
の
具
体
的
な
実
施
主
体
や
目
標

な
ど
が
位
置
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、

検
証
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

質　

問

　

そ
の
当
時
、
基
本
計
画
は
、
前
期
５
年

間
、
後
期
５
年
間
で
検
証
し
て
い
く
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

基
本
計
画
の
推
進
で
は
、「
開
か
れ
た

村
政
と
村
民
企
画
の
推
進
を
村
政
運
営
の

基
本
と
し
、
計
画
期
間
中
は
、
事
業
の
達

成
度
や
時
代
潮
流
の
変
化
を
確
認
す
る
た

め
に
、
計
画
が
進
捗
し
て
い
る
の
か
検
証

を
行
う
た
め
の
組
織
や
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
役
の
配
置
な
ど
を
行
い
、
随
時
点
検

と
見
直
し
を
行
う
」
と
し
て
い
る
。

　
「
村
づ
く
り
集
会
の
提
案
」
は
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
の
か
。

村　

長

　

第
６
次
の
検
証
を
し
、
第
７
次
は
実
効

性
の
あ
る
実
施
計
画
に
な
る
よ
う
、
協
議

を
進
め
て
い
く
。
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に
ぎ
や
か
な
過
疎
村
へ

質　

問

質　

問

丸
山
総
務
課
長

村　

長

村　

長

質　

問

質　

問

質　

問

村　

長

で
き
な
か
っ
た
で
は
な
く
、
で
き
る
方
法
を
さ
が
す

湯
本
産
業
課
長

本
山
産
業
企
画
室
長

本
山
産
業
企
画
室
長

山 

本　

隆 

樹  

議
員

第
６
次
総
合
振
興
計
画
の
対
応
と
検
証

教
育
長



佐
藤
副
村
長

②�

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
必
要
と
考
え
た
も
の
、

協
力
を
求
め
ら
れ
た
も
の
に
対
し
て

　

サ
ポ
ー
ト
し
た
。
一
企
業
だ
け
で
な
く
、

　

ス
キ
ー
場
エ
リ
ア
全
体
や
ス
キ
ー
場
産
業

　

に
ど
う
支
援
体
制
を
取
る
か
が
重
要
。

　

�　

今
後
、イ
ン
フ
ラ
整
備
を
始
め
と
し
た

　

「
事
業
の
環
境
整
備
」
が
行
政
と
し
て

　

の
役
割
だ
と
考
え
る
。
今
冬
の
状
況
を

　

踏
ま
え
、来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、し
っ
か
り

　

体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

質　

問

　

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
等
で
、子
育
て

世
代
の
移
住
者
を
呼
び
込
む
に
は
、
注
目

さ
れ
る
施
策
や
ア
ピ
ー
ル
力
が
重
要
。　

　

次
の
提
案
・
要
望（「
食
」「
あ
そ
び
場
」

の
観
点
）
に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。

①�
保
育
園
で
の
３
歳
以
上
児
へ
の
炊
飯
米

の
提
供
。（
未
満
児
に
は
既
に
提
供
）

②�
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
食
育
（
＝
補
食
）
と

し
て
の
「
お
や
つ
」
の
検
討
。

③�

児
童
ク
ラ
ブ
の
長
期
休
み
中
、
希
望
者

へ
の
給
食
ま
た
は
お
弁
当（
有
料
）対
応
。

④�

給
食
に
、
健
康
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る

精
米
法（
金
芽
米
・
七
分
づ
き
米
等
）の

　

導
入
。（
松
本
市
は
全
小
中
学
校
で
導
入
）

⑤
給
食
へ
の
有
機
食
材
の
導
入
。

⑥�

川
あ
そ
び
等
、
自
然
あ
そ
び
の
で
き
る

　

場
づ
く
り（
９
月
に
質
問
）の
取
組
み
状
況
。

⑦�

屋
内
運
動
場
の
人
工
芝
化
。（
＝
子
ど
も

　

の
サ
ッ
カ
ー
練
習
や
冬
期
の
遊
び
場

　

等
、
用
途
が
広
が
る
）

⑧�

フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
の
再
整
備
計
画
で

の
「
遊
び
場
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
。

島
﨑
子
育
て
支
援
課
長

①�

家
庭
で
炊
い
た
ご
飯
を
保
育
園
で
食
べ

る
こ
と
も
食
育
の
一
つ
と
考
え
る
。

②�

③
（
留
守
家
庭
等
の
児
童
を
）
安
全
に

預
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
場
で
あ
り
、

現
状
で
ご
理
解
を
。

④�

栄
養
教
諭
と
も
相
談
し
な
が
ら
試
験
的

な
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

⑤�

現
段
階
で
は
納
入
が
不
安
定
な
の
で

　

難
し
い
。一
定
量
、提
供
い
た
だ
け
る
方

　

が
い
れ
ば
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

高
木
生
涯
学
習
課
長

⑥�

子
供
た
ち
に
関
係
す
る
方
々
の
ご
協
力

に
よ
る
「
ケ
ヤ
キ
の
森
公
園
内
の
川
の

雑
木
除
去
作
業
」
等
を
計
画
し
て
い
る
。

⑦�

財
政
的
な
将
来
負
担
や
適
正
な
財
源
の

確
保
含
め
、
今
後
検
討
し
た
い
。

本
山
産
業
企
画
室
長

⑧�

主
に
こ
の
地
域
の
親
子
の
来
場
を
促
す

こ
と
が
目
的
。
幼
児
・
小
学
生
対
象
の

「
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
遊
び
場
」
。

　

現
在
の
屋
外
の
遊
び
場
と
、
新
た
に
建

　

物
内
に
設
け
る
遊
び
場
を
一
体
的
に

　

利
用
で
き
る
場
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

質　

問

　

職
員
確
保
や
財
政
面
等
、今
後
、様
々
な

観
点
か
ら
「
広
域
連
携
」
は
必
須
の
課
題
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
等
維
持
の
た
め
、村
と
し
て

早
め
に
検
討
を
始
め
る
こ
と
が
大
事
で
は
。

①�

広
域
連
携
が
可
能
、ま
た
は
必
要
な
事
業
、

　

将
来
的
に
連
携
を
考
え
て
い
る
事
業
は
。

②
課
題
、
必
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
。

③
今
後
、
村
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
。

④�

第
７
次
総
合
振
興
計
画
の
策
定
と
共
に
、

広
域
化
の
検
討
事
業
の
洗
い
出
し
と
、

そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
目
標
を
掲
げ
て
は
。

丸
山
総
務
課
長

①�

現
時
点
で
広
域
化
の
判
断
は
ま
だ
し
て

い
な
い
が
、
情
報
通
信
や
上
下
水
道
、

　

地
域
交
通
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
、

　

中
学
校
部
活
動
な
ど
の
地
域
移
行
、

　

施
設
の
管
理
事
業
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

�　

専
門
職
員
（
技
術
系
職
員
や
保
健
師
、

保
育
士
な
ど
）の
確
保
は
小
規
模
自
治
体

　

の
課
題
で
あ
り
、県
レ
ベ
ル
で
検
討
し
て

　

い
る
が
、
ま
だ
具
体
的
で
は
な
い
。

　

�　

少
子
高
齢
化
等
で
、
今
後
、
多
く
の

事
業
が
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

②�

各
自
治
体
の
異
な
る
課
題
の
解
決
。

　

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
み
出
せ
る

　

連
携
に
な
る
か
ど
う
か
が
課
題
。

③�

県
や
北
信
圏
域
で
の
広
域
連
携
の
検
討

な
ど
に
参
加
し
、
協
議
を
進
め
る
。

④�

村
の
提
案
で
広
域
化
が
進
む
か
ど
う
か

疑
問
の
部
分
も
あ
る
。振
興
計
画
に
位
置

　

づ
け
る
か
ど
う
か
、
検
討
を
進
め
る
。

質　

問

　

観
光
事
業
に
よ
る
地
域
活
性
化
は
、官
民

一
体
と
な
っ
た
取
組
み
が
非
常
に
重
要
。

①
㋐�
村
長
の
「
民
営
化
に
向
け
た
『
企
業

誘
致
』」
の
捉
え
方
、
考
え
方
と
は
。

　

㋑�

ト
ッ
プ
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　

も
大
事
。
譲
渡
後
の
関
わ
り
は
。

②�

今
冬
の「
企
業
誘
致
」の
観
点
で
の「
協
力

　

や
サ
ポ
ー
ト
」
と
、
今
後
の
支
援
等
は
。

③�

民
営
化
に
よ
る
財
政
負
担
軽
減
分
で
、

リ
フ
ト
割
引
等
、
村
民
サ
ー
ビ
ス
や
、

誘
客
に
向
け
た
施
策
の
検
討
を
。

村　

長

①
㋐�

新
た
な
村
内
企
業
と
し
て
、
村
内

経
済
が
活
性
化
し
、雇
用
も
生
み
出
せ

　
　

れ
ば
、「
企
業
誘
致
」
と
同
様
。

　

㋑�

現
時
点
で
は
行
っ
て
い
な
い
が
、そ
の

　
　

よ
う
な
機
会
を
ぜ
ひ
作
り
た
い
。

③�

今
冬
の
村
民
の
利
用
状
況
や
近
隣
等
の

状
況
、
来
シ
ー
ズ
ン
の
価
格
等
を
鑑
み
、

必
要
な
場
合
は
補
正
予
算
で
対
応
す
る
。

24

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

観
光
施
設
の
民
営
化
に
つ
い
て

質　

問

広
域
連
携
に
つ
い
て

村　

長

質　

問

質　

問

丸
山
総
務
課
長

村
の
将
来
を
し
っ
か
り
見
据
え
　

「
ス
ピ
ー
ド
感
」と「
メ
リ
ハ
リ
」の
あ
る
着
実
な
取
組
み
を

高
木
生
涯
学
習
課
長

島
﨑
子
育
て
支
援
課
長

江 

田　

宏 

子  

議
員

佐
藤
副
村
長

本
山
産
業
企
画
室
長
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い
て
、
回
収
作
業
の
進
捗
状
況
は
。

村　

長

　

昨
年
11
月
に
相
手
方
法
人
の
代
表
宅

へ
訪
問
し
、
催
促
を
促
し
て
い
る
。

本
山
産
業
企
画
室
長

　

11
月
訪
問
時
に
、
支
払
い
の
催
促
と

併
せ
て
、
法
人
の
経
営
状
況
が
分
か
る

資
料
を
12
月
末
ま
で
に
提
出
す
る
よ
う

に
求
め
た
。

質　

問

　

当
該
者
は
会
社
の
清
算
と
自
己
破
産

の
意
向
が
あ
る
と
い
う
情
報
も
あ
る
が
、

今
後
の
回
収
の
方
向
性
は
。

本
山
産
業
企
画

　

今
回
の
債
権
は
私
債
権
の
た
め
、
当

該
法
人
の
資
産
調
査
を
す
る
必
要
が
あ

り
、
相
手
方
へ
は
内
容
証
明
郵
便
で
書

類
の
提
出
を
求
め
、
回
答
期
限
は
３
月

末
と
定
め
て
い
る
。

質　

問

　

そ
の
債
権
の
回
収
状
況
に
つ
い
て
議

会
に
報
告
を
。

本
山
産
業
企
画

　

議
会
に
報
告
す
る
。

村　

長

　

社
長
と
な
っ
た
元
職
員
を
通
じ
て
調

整
し
て
き
た
。
昨
年
度
末
に
退
職
し
て

し
ま
い
非
常
に
残
念
だ
と
感
じ
て
い
る
。

湯
本
産
業
課
長

　

決
算
関
係
の
書
類
は
、
事
業
を
継
続

し
て
確
実
に
運
営
を
し
て
い
る
状
況
を

確
認
す
る
こ
と
が
目
的
の
た
め
、
シ
ー

ズ
ン
中
の
入
込
状
況
を
含
め
て
、
報
告

で
き
る
状
況
に
な
っ
た
ら
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質　

問

　

村
長
は
責
任
を
持
っ
た
対
応
を
。村
長

が
多
忙
で
対
応
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

観
光
振
興
局
の
代
表
理
事
で
も
あ
る
副

村
長
を
窓
口
と
し
て
対
応
を
進
め
、
場

合
に
よ
っ
て
は
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
も

出
し
た
ら
い
か
が
か
。
村
長
の
見
解
は
。

村　

長

　

ス
キ
ー
場
運
営
会
社
と
今
シ
ー
ズ
ン

の
状
況
を
踏
ま
え
た
協
議
に
向
け
て
、

今
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

質　

問

　

前
回
も
話
し
た
が
、
令
和
４
年
度
の

農
の
拠
点
施
設
（
道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス

木
島
平
）
加
工
室
貸
付
料
の
滞
納
に
つ

質　

問

　

今
年
度
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
入
込
状

況
と
、
そ
の
経
済
効
果
の
数
値
の
把
握
、

冬
季
シ
ー
ズ
ン
終
了
時
の
見
込
み
は
。

　

ま
た
、
昨
年
９
月
議
会
で
「
今
後
、

積
極
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
」
と
答

弁
し
た
こ
と
へ
の
対
応
は
。

村　

長

　

今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、

村
単
独
で
の
誘
客
や
誘
致
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
地
域

経
済
へ
の
波
及
効
果
は
大
き
い
と
承
知

し
て
い
る
。
村
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
、

近
隣
へ
来
て
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
村

を
訪
れ
て
も
ら
え
る
環
境
づ
く
り
が
大

切
と
考
え
て
い
る
。

　

具
体
的
な
施
策
は
、
新
年
度
予
算
で

補
助
金
を
創
設
し
、
推
進
事
業
と
し
て

観
光
振
興
局
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
に
有

効
な
情
報
発
信
な
ど
を
指
示
し
て
い
る
。

湯
本
産
業
課
長

　

入
込
状
況
は
、
正
確
に
は
把
握
で
き

て
い
な
い
が
、
冬
期
間
、
中
国
を
中
心

に
３
月
末
ま
で
約
２
５
０
人
を
見
込
ん

で
い
る
。

　

観
光
振
興
局
へ
の
事
業
補
助
金
と
し

て
Ｄ
Ｘ
補
助
金
を
創
設
し
、
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
対
応
や
情
報
発
信
の
効
率
化
な

ど
を
進
め
て
い
る
。

質　

問

　

関
係
業
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
。

湯
本
産
業
課
長

　

今
現
在
、
特
段
行
っ
て
い
な
い
。

質　

問

　

９
月
議
会
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て
質
問
し
、
前
向
き

な
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
今
現
在
も
同
じ

考
え
か
。
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
用
意
は
。

村　

長

　

そ
の
考
え
は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、

時
期
的
に
ま
だ
そ
の
状
況
が
整
っ
て
い

な
い
。

質　

問

　

村
長
が
昨
年
３
月
議
会
で
「
契
約

締
結
後
、
村
民
の
意
見
を
聞
き
、
相

手
の
会
社
と
の
仲
介
を
し
て
い
き
た

い
」
と
発
言
し
て
い
る
が
、
そ
の
対
応

は
。
当
該
会
社
へ
求
め
る
決
算
関
係
資

料
に
つ
い
て
は
。

「
今
や
る
事
、
今
で
き
る
事
、

　
　
　
　
　
　
　  

今
や
る
べ
き
事
」 を
粛
々
と

公
共
施
設
貸
付
料
の
滞
納
に
つ
い
て

今
年
度
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

対
応
、
評
価
は

質　

問

質　

問

村　

長

村　

長

村　

長

質　

問

質　

問

湯
本
産
業
課
長

湯
本
産
業
課
長

本
山
産
業
企
画
室
長

質　

問

湯 

本　

直 

木  

議
員

観
光
施
設
一
部
完
全
民
営
化
の

そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て

本
山
産
業
企
画
室
長

質　

問

質　

問

村　

長

質　

問

村　

長

湯
本
産
業
課
長

本
山
産
業
企
画
室
長

◆
こ
の
ほ
か
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
行
政
職
員
へ
の
危
機
管
理
に
つ
い
て

・
村
有
財
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

・
現
在
進
行
中
の
公
募
の

　
　
　
　
　
　
　
進
捗
状
況
に
つ
い
て



質　

問

　

宮
崎
県
都
城
市
（
み
や
こ
の
じ
ょ
う
し
）
に

は
、
職
員
の
行
動
指
針
（
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
）

が
あ
る
。
30
項
目
の
職
員
の
行
動
指
針
を

示
し
て
い
る
。

　

30
項
目
は
、
難
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
。
一
つ
一
つ
は
簡
単
な
こ

と
な
の
だ
が
、
30
項
目
全
て
を
実
践
す
る

と
素
晴
ら
し
い
自
治
体
に
な
る
と
思
う
。

①�

都
城
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
の
中
の
３
つ
「
あ

い
さ
つ
が
全
て
の
基
本
」「
一
人
ひ
と

り
が
都
城
市
役
所
」「
市
民
目
線
を
貫

く
」
を
実
践
す
る
だ
け
で
、
木
島
平
の

庁
舎
の
雰
囲
気
が
大
き
く
改
善
さ
れ
る

と
考
え
る
が
、
村
長
の
考
え
は
。

②�

「
木
島
平
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
な
い
か
。

③�

村
長
の
考
え
る
見
習
う
べ
き
自
治
体
は

ど
こ
か
。

村　

長

①�

職
員
の
資
質
も
上
が
っ
て
く
る
し
、
村

民
の
受
け
止
め
方
も
変
わ
っ
て
く
る
だ

ろ
う
と
思
う
。

②�

都
城
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
を
拝
見
し
た
が
、

木
島
平
村
に
も
当
て
は
ま
る
と
思
い
、

今
後
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

③�

そ
れ
ぞ
れ
自
治
体
は
条
件
が
違
い
、そ
っ

く
り
そ
の
ま
ま
見
習
う
べ
き
自
治
体
は

な
い
が
、条
件
の
似
通
っ
た
県
内
の
自
治

体
で
、子
育
て
や
産
業
支
援
な
ど
で
成

果
を
上
げ
て
い
る
自
治
体
と
積
極
的
に

意
見
交
換
を
し
て
、参
考
に
し
て
い
る
。

テ
ム
構
築
を
す
る
方
が
良
い
結
果
が
出

る
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

③�

副
村
長
は
、
就
任
当
初
「
最
重
要
課
題

と
し
て
人
材
育
成
に
取
り
組
む
」
と
述

べ
た
。
観
光
振
興
局
の
代
表
理
事
で
も

あ
る
た
め
、
協
力
隊
の
教
育
・
人
材
育

成
を
担
当
し
て
は
い
か
が
か
。

村　

長

①�

農
林
業
、
商
工
業
を
含
め
た
産
業
分
野
、

関
係
人
口
づ
く
り
、
交
流
人
口
の
創
出

か
ら
移
住
定
住
ま
で
、
様
々
な
活
動
が

観
光
に
繋
が
る
分
野
で
あ
る
た
め
。

②�

採
用
体
制
も
含
め
た
教
育
体
制
は
、
大

変
重
要
な
た
め
、
提
案
等
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

佐
藤
副
村
長

③�

教
育
や
人
材
育
成
は
必
要
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
が
、
同
時
に
、
将
来
村
に

定
住
し
、
起
業
も
し
く
は
そ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
た
職
に
就
け
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
た
い
。

湯
本
産
業
課
長

②�
「
協
力
隊
の
教
育
シ
ス
テ
ム
」
は
、
先

輩
の
協
力
隊
が
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、

新
し
い
協
力
隊
に
教
え
て
い
く
こ
と
か

ら
始
め
、
地
域
活
性
化
起
業
人
と
連
携

し
、
体
制
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

②�

村
の
財
政
状
況
等
を
考
え
る
と
、
あ
る

べ
き
姿
で
は
な
い
か
と
思
う
。

③�

困
難
な
状
況
に
あ
る
事
業
者
が
い
れ
ば
、

村
と
し
て
適
切
に
対
処
す
る
。

湯
本
産
業
課
長

④�

事
業
者
支
援
は
、
話
を
聞
く
中
で
具
体

的
な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

⑤
窓
口
は
産
業
課
と
考
え
て
い
る
。

⑥�

今
回
の
民
営
化
に
よ
っ
て
、
関
係
性
が

崩
れ
る
こ
と
は
な
い
。

質　

問

　

令
和
６
年
度
予
算
書
に
、
新
た
に
地
域

お
こ
し
協
力
隊
４
人
の
募
集
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
協
力
隊
の
村
へ
の
定
着
率
は
低

く
、
起
業
に
至
っ
た
例
は
な
い
。

　

一
方
、
岡
山
県
西
粟
倉
村（
に
し
あ
わ
く

ら
そ
ん
）で
は
、
こ
の
10
年
間
に
60
以
上
の

新
規
事
業
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

①�

な
ぜ
、
採
用
予
定
の
４
人
を
加
え
た
協

力
隊
員
７
人
全
員
が
観
光
振
興
局
に
配

属
な
の
か
。

②�

西
粟
倉
村
で
は
起
業
す
る
意
欲
の
高
い

隊
員
を
採
用
し
、
育
成
能
力
の
高
い
企

業
に
委
託
し
て
い
る
。
意
欲
の
高
い
隊

員
を
採
用
し
、
起
業
す
る
た
め
の
シ
ス
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村　

長

質　

問

　

木
島
平
ス
キ
ー
場
を
Ｓ
Ｂ
Ｃ
メ
デ
ィ
カ

ル
グ
ル
ー
プ
に
経
営
移
譲
し
、
現
在
ま
で
、

良
か
っ
た
と
い
う
声
を
聞
い
た
こ
と
は
、

一
度
も
な
い
。

　

逆
に
、
ス
キ
ー
場
の
業
者
か
ら
悲
鳴
の

よ
う
な
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
営
業
を
継
続
で
き
な
い

事
業
者
が
多
数
出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

①�

村
長
は
ス
キ
ー
場
の
現
状
を
知
っ
て
い

る
の
か
。
ス
キ
ー
場
に
行
っ
て
関
係
者

の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
。

②�

Ｓ
Ｂ
Ｃ
に
経
営
を
譲
渡
し
て
正
解
だ
と

考
え
て
い
る
か
。

③�

困
っ
て
い
る
事
業
者
が
出
て
い
る
こ
と

に
対
す
る
責
任
は
、
誰
に
あ
る
と
考
え

て
い
る
か
。

④
救
済
を
考
え
る
気
は
あ
る
か
。

⑤
Ｓ
Ｂ
Ｃ
と
交
渉
す
る
窓
口
は
ど
こ
か
。

⑥�

姉
妹
都
市
の
調
布
市
と
の
関
係
に
悪
影

響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
か
。

村　

長

①�

現
地
で
聞
い
た
こ
と
は
な
い
が
、
運
営

方
針
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
来
場
者
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

起
業
支
援
に
つ
い
て

ス
キ
ー
場
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

質　

問

村　

長

質　

問

村　

長

質　

問

湯
本
産
業
課
長

「
依
存
」
か
ら
「
自
立
」
へ

　
　
　 『
自
信
』
を
持
つ
こ
と
が
『
自
立
』
に
繋
が
る

湯
本
産
業
課
長 丸 

山　

邦 

久  

議
員

木
島
平
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
に
つ
い
て

佐
藤
副
村
長
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①�

現
「
地
域
活
性
化
起
業
人
」
が
木
島
平

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
効
果
、
ど
の
く

ら
い
の
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

②�

現
「
地
域
活
性
化
起
業
人
」
の
業
務
の

確
認
、
評
価
、
改
善
点
は
。

③�

こ
れ
か
ら
の
木
島
平
村
の
メ
イ
ン
と

な
る
観
光
が
具
体
的
に
計
画
さ
れ
て

い
る
か
。

④�

新
た
な
地
域
活
性
化
起
業
人
に
、
ど
の

よ
う
な
効
果
、
ど
れ
く
ら
い
の
効
果
を

求
め
て
い
る
か
。

湯
本
産
業
課
長

①�

新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
た
こ
と
。
そ
の

交
流
に
よ
り
、
新
た
な
事
業
や
関
係
が

生
ま
れ
、
そ
れ
を
活
用
し
、
事
業
に
効

果
が
生
ま
れ
た
こ
と
だ
と
考
え
る
。

　

�　

一
例
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
活
用
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数

が
増
加
し
て
い
る
。

②�
観
光
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
多
様
な
資

源
を
活
用
し
な
が
ら
活
性
化
を
図
っ
て

い
く
取
組
み
と
し
て
、
村
の
観
光
振
興

に
係
る
統
一
コ
ン
セ
プ
ト
立
案
、
地
域

資
源
の
発
掘
、
コ
ン
テ
ン
ツ
化
及
び
発

信
、
地
域
資
源
の
発
掘
、
体
験
商
品
・

販
売
商
品
等
と
し
て
の
コ
ン
テ
ン
ツ
化
、

各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
た
発
信
。
そ
の
他
、
木
島
平
村
観
光

振
興
局
の
業
務
。

　

�　

評
価
と
し
て
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ

た
効
果
に
よ
り
評
価
。

　

�　

改
善
点
と
し
て
は
、
よ
り
効
果
的
に

制
度
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
難
し

か
っ
た
と
考
え
る
。

③�

現
在
、
第
７
次
総
合
振
興
計
画
が
策
定

中
で
あ
り
、
観
光
の
基
本
的
な
考
え
方

と
な
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
中
。

④�

今
回
の
起
業
人
募
集
の
目
的
は
、
こ
れ

ま
で
の
起
業
人
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
の
継
続
部
分
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
。

　

�　

新
た
な
内
容
と
し
て
、
木
島
平
村
の

フ
ァ
ン
づ
く
り
、
村
民
及
び
事
業
者
が

村
を
誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
、
地
域
産
品
の
Ｐ
Ｒ
及
び
発
掘
・
開

発
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
運

用
と
い
っ
た
内
容
と
し
て
い
る
。

　

�　

効
果
と
し
て
、
広
く
村
民
や
事
業
者

の
皆
さ
ん
の
事
業
継
続
の
た
め
の
支
援

な
ど
と
な
る
。

質　

問

　

ス
キ
ー
場
が
民
間
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、今
ま
で
の
対
応
と
の
違
い
は
、ス
キ
ー

場
関
連
の
事
業
者
は
理
解
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
ポ
ー
ル
バ
ー
ン
が
な
く
な

り
、
合
宿
の
予
約
が
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ

た
」「
リ
フ
ト
券
代
が
高
く
な
っ
た
こ
と

で
、お
客
さ
ん
が
入
っ
て
い
な
い
」と
聞
く
。

　

ス
キ
ー
場
は
本
来
、
ス
キ
ー
を
メ
イ
ン

に
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
が
考
え
、
競
技

ス
キ
ー
、
合
宿
な
ど
を
誘
致
し
て
き
た
経

緯
が
あ
る
。

①�

村
は
、
ス
キ
ー
場
関
連
の
事
業
者
の
意

見
を
聞
こ
う
と
思
う
か
。

②�

ス
キ
ー
場
関
連
業
者
の
ポ
ー
ル
バ
ー
ン

再
開
を
交
渉
で
き
る
契
約
か
。

③�

宿
泊
客
へ
の
リ
フ
ト
券
の
割
引
を
ス

キ
ー
場
と
交
渉
で
き
る
契
約
か
。

村　

長

①�

観
光
振
興
局
、
ス
キ
ー
場
関
係
者
だ
け

で
な
く
多
く
の
事
業
者
と
も
、
お
互
い

に
利
益
を
上
げ
て
い
く
よ
う
な
話
合
い

は
必
要
だ
と
思
う
。

　

�　

ま
た
、Ｔ
ｈ
ｅ
き
じ
ま
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

　

（
旧
牧
の
入
ス
キ
ー
場
）
も
新
た
な

　

経
営
者
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、

　

一
体
的
な
村
の
ス
キ
ー
場
観
光
資
源
と

　

し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

�　

今
年
の
状
況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
改
善
で
き
る
も

の
は
改
善
す
る
よ
う
に
協
議
し
て
い
き

た
い
。
そ
の
際
、
村
と
し
て
の
役
割
は

果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

湯
本
産
業
課
長

②�
③
具
体
事
例
に
対
し
て
の
記
載
は
な
い
。

た
だ
、
株
式
譲
渡
契
約
書
の
最
終
条
に
、

「
契
約
の
定
め
の
な
い
事
項
に
つ
い

て
は
、
契
約
者
双
方
誠
実
に
協
議
の

う
え
解
決
す
る
」
と
し
て
い
る
。
本
件

に
関
わ
ら
ず
、
必
要
が
あ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
都
度
協
議
が
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

　

�　

意
見
を
交
換
す
る
場
を
持
ち
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
改
善
が
で
き
る

か
、
一
緒
に
協
議
を
し
て
い
く
。

質　

問

　

現
「
地
域
活
性
化
起
業
人
」
は
、
３
年

目
の
最
終
年
度
。
客
観
的
に
見
て
効
果
が

出
て
い
な
い
と
感
じ
る
。

湯
本
産
業
課
長

質　

問

ス
キ
ー
場
関
連
の
事
業
者
の

現
状
に
つ
い
て

質　

問

村　

長

湯
本
産
業
課
長

村
民
に
寄
り
添
い
、
目
的
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
村
政
を

湯 

本　

行 

浩  

議
員

木
島
平
村
の
観
光
と

地
域
活
性
化
起
業
人
に
つ
い
て

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

議
会
だ
よ
り
４
月
号
の
25
ペ
ー
ジ

補
正
予
算
の
内
容
で
、
小
型
ロ
ー
タ

リ
ー
車
「
更
新
延
期
」
と
あ
り
ま
す
が
、

「
更
新
の
差
金
」
の
誤
り
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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南鴨にある朝日ゴウロ古墳からは、矢じり・玉
ぎょくるい

類・土器類の他に何
が見つかったでしょう。　　　　　　　　
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しょうとう

刀）

問107

長野県公民館報研修会の様子長野県公民館報研修会の様子
（会場：木島平村）（会場：木島平村）

委
員
長

　
滝
沢
　
良
一

副
委
員
長

　
岩
井
眞
里
子

委
員

　
外
山
　
珠
代

　
佐
藤
富
喜
子

　
山
﨑
智
恵
美

会
長

　
小
林
　
洋
一

委
員

　
高
橋
む
つ
枝

　
岡
田
　
恵
美

　
福
地
　
恭
子

　
小
松
　
久
人

　
西
澤
　
仁
美

　
沢
田
　
友
美

　
髙
山
　
晶
伍

公民館活動を１年間公民館活動を１年間
　よろしくお願いします　よろしくお願いします

公
民
館

公
民
館

運
営
審
議
会

運
営
審
議
会

（
社
会
教
育
委
員
）

今
年
度
公
民
館
活
動
の
様
々
な
分
野
で
、

お
力
添
え
を
い
た
だ
く
皆
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。

一
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

公
民
館

公
民
館

　
専
門
部
員

　
専
門
部
員

委
員
長

　
丸
山
　
孝
治

副
委
員
長

　
山
本
　
隆
樹

委
員

　
瀧
澤
　
桂
子

　
白
川
い
つ
子

　
萩
原
　
由
美

公
民
館
報

公
民
館
報

　
編
集
委
員

　
編
集
委
員

委
員
長

　
平
野
　
大
輔

副
委
員
長

　
山
本
　
優
子

委
員

　
池
田
千
里
子

　
梅
嵜
　
舞
子

　
芳
川
富
久
美

　
辻
村
　
安
江

　
芳
川
　
　
桃

公
民
館

公
民
館

　
図
書
委
員

　
図
書
委
員

　
三
井
　
佑
馬

　
竹
鄭
　
　
信

　
芳
川
　
彰
仁

　
西
澤
　
　
透

　
宮
嵜
　
洋
子

　
森
　
　
冬
華

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

　
推
進
委
員

　
推
進
委
員
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シ
リ
ー
ズ　

ふ
る
さ
と
資
料
館
の
逸
品
❻

　
　
　
　
青青あ

お
や
ぎ
き
ん
せ
ん

あ
お
や
ぎ
き
ん
せ
ん

柳
琴
僊

柳
琴
僊
の
風
景
画
掛
軸

の
風
景
画
掛
軸

【
青
柳
琴
僊
の
風
景
画
掛
軸
】

【
青
柳
琴
僊
の
風
景
画
掛
軸
】

軸
装
（
縦
２
２
０
セ
ン
チ
、
横
１
１
３
セ
ン
チ
）

軸
装
（
縦
２
２
０
セ
ン
チ
、
横
１
１
３
セ
ン
チ
）

　ふるさと資料館では、毎年 1冊ずつ「文化財ガイド
ブック」を発行しています。
　今回は中世の木島平について取り上げています。
　このガイドブックは、たくさんの写真を使い、出土した器から判明し
た中世の木島平について詳しく説明しています。
　1冊 200 円で購入できます。お問合せは農村交流館へお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎０２６９（８２）２０４１

文化財ガイドブックNo９

器が語る中世の木島平
されましたされました
発刊発刊

問106　③  平成の名水100選
　　　�これは平成20年に環境省が制定しました。これ以前には、昭和60年に環境庁が名水100選を選

定していて、両者に重複はなく併せて200選となります。ちなみに、この平成の名水100選で長
野県からの候補は4カ所あり、内山の龍興寺清水はその一つでした。

解答編～木島平検定に挑戦しよう～きじま平再発見

問107　③  長
ちょうとう

刀
　　�　�この他に刀の鍔

つば

も見つかっていますが、残念ながら玉
ぎょくるい

類と土器類は所在不明に
なっています。この古墳は積

つみいしづか

石塚古墳と呼ばれるもので、同じつくりをした古墳
が朝鮮半島でも確認されています。

　

ふ
る
さ
と
資
料
館
に
軸
装
さ
れ
た
風

景
画
が
あ
り
ま
す
。
も
と
は
村
民
会
館

に
飾
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
会
館

解
体
の
際
、
資
料
館
に
移
管
し
ま
し
た
。

　

画
題
は
中
国
湖こ

な
ん
し
ょ
う

南
省
の
「
武ぶ

り
ょ
う陵
桃と

う
げ
ん源

之の

ず図
」
で
、
早
春
の
桃
源
郷
を
描
い
た

南な

ん

が画
（
中
国
の
南な

ん
し
ゅ
う
が

宗
画
が
和
様
化
し
た

絵
画
）
の
大
作
で
す
。　

　

作
者
は
青あ

お
や
ぎ
き
ん
せ
ん

柳
琴
僊
で
、
大
正
５
年

（
１
９
１
６
年
）
の
作
品
で
す
。
上
部

に
長
文
の
漢
詩
の
画が

さ

ん賛
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
南
画
の
特
色
で
す
。

　

琴
僊
は
、
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
年
）

に
上
州
利
根
郡
月つ

き

夜よ

野の

村
（
現
・
群
馬

県
み
な
か
み
町
）
の
農
家
で
生
ま
れ
ま

し
た
。
本
名
は
金
之
助
と
い
い
ま
す
。

幼
少
期
か
ら
絵
を
得
意
と
し
た
ら
し
く
、

18
歳
の
と
き
に
、
た
ま
た
ま
目
に
し
た

児こ

だ

ま

か

て

い

玉
果
亭
の
絵
に
魅
せ
ら
れ
、
果
亭
の

住
む
渋
温
泉
（
現
・
山
ノ
内
町
）
で
絵

を
学
ぶ
決
意
を
し
ま
し
た
。
果
亭
の
指

導
を
受
け
る
た
め
に
20
年
間
も
通
い
つ

め
ま
し
た
が
、
明
治
44
年
（
１
９
１
１

年
）
に
渋
温
泉
に
移
住
し
、
昭
和
１
７

年
（
１
９
４
２
年
）
ま
で
暮
ら
し
ま
し

た
。
晩
年
は
帰
郷
し
て
、
95
歳
の
長
寿
を

全ま
っ
と

う
し
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
に
群
馬
県
内
で
開
催
さ

れ
た
琴
僊
80
歳
の
記
念
展
覧
会
に
は
、

３
０
０
点
余
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
琴
僊
の
作
品
に
は
、「
上じ

ょ
う
も
う毛
十
二

景
」（
六ろ

っ
き
ょ
く
い
っ
そ
う
び
ょ
う
ぶ

曲
一
双
屏
風
）
や
十
六
羅ら

か

ん

ず

漢
図

（
掛
軸
）、
福
井
県
の
永
平
寺
に
寄
付
し
た

天て
ん
じ
ょ
う
え

井
絵
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

今
年
の
６
月
、
画
師
・
果
亭
と
子
弟
・

琴
僊
に
ゆ
か
り
の
深
い
山
ノ
内
町
の
興こ

う
り
ゅ
う隆

寺じ

と
旅
館
「
一い

ち

の

ゆ

乃
湯
果
亭
」
を
会
場
に
、

み
な
か
み
町
の
嶽が

く
り
ん
じ

林
寺
（
琴
僊
の
菩
提
寺
）

が
所
蔵
す
る
作
品
と
コ
ラ
ボ
で
展
示
さ
れ

る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
ふ
る
さ
と
資
料
館
長　

樋
口　

和
雄
）

注）児玉果亭：高名な画家
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「
あ
け
ぼ
の
」（
人
間
に
光
あ
れ
・
六
訂

版
）
36
ペ
ー
ジ
に
は
、「
障
が
い
の
あ
る
子

ら　

守
っ
た
温
泉
の
ま
ち
」
の
話
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
『
追
い
か
け
た
77
の
記
憶　

信
州
全
市
町

村　

戦
争
体
験
聞
き
取
り
の
旅
』
は
、
長
野

市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
清
水

ま
な
ぶ
さ
ん
が
、
長
野
県
内
全
市
町
村
を
訪

ね
、
戦
争
体
験
の
聞
き
取
り
を
し
て
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
平
和
学
習
と
し
て
、
自
分
た

ち
の
身
近
な
地
域
の
歴
史
を
教
材
化
す
る
際

に
、
こ
の
本
が
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
本
の
中
に
、「
障
が
い
の
あ
る
子
ら

守
っ
た
温
泉
の
ま
ち
」
と
い
う
、
上
山
田
温

泉
の
大お

お
お
か
み

女
将
若
林
和
子
さ
ん
か
ら
聞
き
取
っ

た
話
が
あ
り
ま
す
。

　

肢
体
不
自
由
児
の
た
め
の
学
校
で
あ
る
東

京
の
光
明
国
民
学
校
が
、
将
来
の
戦
力
に
な

ら
な
い
と
い
う
理
由
で
学
童
疎
開
の
対
象
外

に
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
上
山

田
ホ
テ
ル
と
地
域
の
人
た
ち
が
温
か
く
迎
え

入
れ
た
と
い
う
話
で
す
。

　

障
が
い
を
持
つ
人
が
、
戦
力
に
な
ら
な
い

と
差
別
さ
れ
る
こ
と
…
、
差
別
さ
れ
る
こ
と

は
し
か
た
な
い
と
考
え
る
こ
と
は
、
戦
争
中

の
こ
と
だ
け
な
の
か
考
え
る
こ
と
は
、
と
て

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
清
水
ま
な

ぶ
さ
ん
は
、
こ
の
こ
と
を
歌
に
し
て
い
て
、

Ｃ
Ｄ
も
出
て
い
ま
す
。

人
権
推
進
室　

山
屋
秀
夫

人
権
副
読
本

『
あ
け
ぼ
の
』
に

掲
載
さ
れ
て
い
る

資
料
に
つ
い
て
⑤

人
権
意
識
の
高
揚
を
め
ざ
す
ポ
ス
タ
ー
展

　

昨
年
度
、
最
優
秀
賞
及
び
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
中
学
生
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
学
年

は
令
和
５
年
度
の
応
募
時
の
も
の
で
す
。

〈
優
秀
賞
〉

　

苅
和　

令
り
ょ
う

さ
ん
（
３
年
）

〈
最
優
秀
賞
〉

　

和
田
亜あ

み海
さ
ん
（
３
年
）

　（
中
学
生
の
部
）

〈
優
秀
賞
〉

　

竹
内
美み

さ
と里

さ
ん
（
３
年
）
〈
優
秀
賞
〉

　

和
田
亜あ

い依
さ
ん
（
３
年
）

〈
最
優
秀
賞
〉

　

佐
藤
里り

な南
さ
ん
（
２
年
）
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今月の一冊

図書館だより図書館だより

☆児童図書児童図書☆

☆新着図書新着図書☆

ちっちゃな図書館往郷911-7若者センター内　☎82-3111(内線206)　月曜日休館開館時間・平日9時～17時45分／土日祝8時30分～17時15分

ちっちゃな図書館 芳川　 桃

印象的なタイトルだと思いながら手に取り、パラパラめくって一首に目がと
まりました。
「きみの指を離れた鳥がみずうみを開いていけば一枚の紙」（30p より引用）
折り紙の逆再生のようで印象深く、続けて他の歌を追うとどこか違う世界に
来てしまったと錯覚するような感覚があります。
全体に説明的な歌ではなく、意外性のある展開や読み取りにくい歌も多いか
もしれません。けれど見方を変えてみると面白い。あとがきの言葉を借りれば、
夢の中を見ているような気もして、何度も読み返したくなります。
どんな歌集かと問われたら言葉を尽くしても言い切ることは難しいと思いつ
つ、歌を誰かと共有してみたくもなります。気づくと何度も反

はんすう

芻している、魅力
的な一冊です。

『みじかい髪も
  長い髪も炎　歌集』

せがのびる（やぎゅうげんいちろう）　イチからつくるホウキ（宮
み や は ら

原克
か つ と

人）

平岡直子／著

中村哲
てつ

という希望（佐高信
まこと

・高世仁
ひとし

）　天守のない城をゆく（澤宮優
ゆう

）　正しき地図の裏側より（逢
あいざき

崎遊
ゆう

）
ビジネスマナーの解剖図鑑（北條久

く み こ

美子）　ラウリ・クースクを探して（宮内悠
ゆうすけ

介）　フェスタ（馳
はせ

星
せいしゅう

周）
農家が教える庭先果樹のコツと裏ワザ（農文協）きらん風月（永井紗

さ や こ

耶子）　ながののおかず（服部一
いっけい

景）
テミスの不確かな法廷（直島翔

しょう

）　はじめての盆栽づくり（松井孝
たかし

）　レヴィナスの時間論（内田樹
たつる

）
ソバとシジミチョウ（宮下直

ただし

）　日本史を支えてきた和紙の話（朽
く ち み

見行
ゆ き お

雄）　雪
せ っ け つ ふ う か

血風花（滝沢志
し ろ う

郎）
保護犬・保護猫と家族になるときに読む本（保護犬・保護猫のお迎えサポート）

　

和
敬
会
～
卓
球
・
軽
ス

ポ
ー
ツ
同
好
会
～
は
、
農

村
交
流
館
の
体
育
館
で
、

毎
月
第
１
・
第
３
月
曜
日

に
卓
球
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　
「
無
理
し
な
い
」「
転
ば

な
い
」「
ケ
ガ
し
な
い
」「
得

点
を
つ
け
な
い
（
勝
ち
負

け
に
こ
だ
わ
ら
な
い
）」
と

い
っ
た
、
と
に
か
く
人
が

集
ま
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を

し
て
い
な
い
時
も
楽
し
い

時
間
が
過
ご
せ
る
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
ミ
ニ
テ
ニ

ス
を
行
い
ま
し
た
が
、
ラ

リ
ー
が
続
き
や
す
い
卓
球

は
、
会
員
に
は
継
続
し
や

す
い
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
う
で

す
。
今
後
は
、
ボ
ッ
チ
ャ

や
ス
リ
ッ
パ
卓
球
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
、
和
敬

会
～
民
謡
と
カ
ラ
オ
ケ
の

会
～
は
、
中
町
展
示
館
で
、

毎
週
金
曜
日
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
に
つ
な
い
で
歌

え
る
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
を

使
い
、
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ

ス
発
散
と
仲
間
の
集
い
を

目
的
に
毎
回
賑
や
か
に

や
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
活
動
も
コ
ロ

ナ
以
前
の
活
気
が
戻
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
是

非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

代
表　

山
本　

広
子

☎
０
２
６
９

　
　
（
８
２
）
３
５
９
５

社
会
教
育
関
係
団
体
の
紹
介

№18

和
敬
会

和
敬
会
～
卓
球
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
～
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 さ
わやか笑顔さん

社
協
事
業
で
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
ご
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

地域連携コーディネーター

滝 沢 良 一さん

ご協力をお願いしますご協力をお願いします

〇一世帯　１，２００円

・�地域に密着した地域福祉活動のため、
社協会費の納入にご協力をお願いし
ます。

※�納入につきましては、各地区社協支部長を通
じてお願いとチラシの配布をさせていただき
ます。ご理解とご協力をお願いします。

・�日本赤十字社では、皆さまからご協
力いただいている活動資金で国際救
援活動、血液事業や奉仕団のボラン
ティア活動を行っています。

〇寄付金　一世帯あたり概ね300円
〇会　費　2,000円以上の個人
〇協力会員　500円以上の個人

※地域連携コーディネーターとは
・�学校が必要とする地域人材を
探し、地域と学校をつなぐ橋
渡し役を担います。

福祉車両、貸出します福祉車両、貸出します
出かけたいところはありませんか？出かけたいところはありませんか？
車いすでのお出かけをサポートします車いすでのお出かけをサポートします

　木島平村内にお住いの方で、車いす等　木島平村内にお住いの方で、車いす等
を使用しなければ外出（通院・買い物等）を使用しなければ外出（通院・買い物等）
が困難な方のために福祉車両の貸出しをが困難な方のために福祉車両の貸出しを
行っています。行っています。
　簡単なリモコン操作で車いすに乗った　簡単なリモコン操作で車いすに乗った
まま乗り降りをすることが出来ます。まま乗り降りをすることが出来ます。

貸出車両　ホンダNボックス、ダイハツハイゼット
　　　　　※寝たまま乗れる車両希望の場合はご相談ください。
利用料金　無 料　※ただし、燃料費（1kmあたり20円）は自己負担です。

社協会費 日赤活動資金
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５/15㈬ 〇安心買い物ツアー

５/22㈬ 〇ふれあいランチ
〇集まろう！通いの場「ピース」

６/５㈬ 〇心配ごと相談（相談員…人権擁護委員）

６/12㈬ 〇ふれあいランチ
〇集まろう！通いの場「ピース」

６/19㈬
〇安心買い物ツアー
〇無料法律相談＜予約制＞
　（相談員…長野県弁護士会 派遣弁護士）

６/26㈬ 〇ふれあいランチ
６/27㈭ 〇集まろう！通いの場「ピース」

社協の予定社協の予定 5/15 ～ 6/30

あたたかい善意あたたかい善意

【3月27日】　
・そぼろごはん・鮭のムニエル・フルーツ
・高野豆腐甘辛煮・ほうれん草とベーコンの卵焼き
・キャベツのコールスロー

【3月13日】
・ごはん　・豆腐肉まき　・おから煮
・マカロニサラダ ・ごぼう煮　
・オレンジ

今月のふれあいランチ

対象となる方は
右記のとおりです

・一人暮らしの高齢者、障がい者
・高齢者、障がい者のみの世帯
・昼間、高齢者、障がい者のみとなる世帯

栄養豊富な手作りお弁当はいかが
ですか？
ご利用を希望される方は、木島平
村社協 尾澤までご連絡ください。
調理にご興味のある方、配達にご
協力いただける方、是非
ご協力ください。

第２、４水曜日を活動日
とし、地域ボランティア
の協力のもと配食サービ
スを行っています。
　１食：４００円
昼食のみ（11時～12時
の間にお届けします）

【４月24日】
・ごはん・サバの味噌煮・菜の花の白和え
・さつまいもとりんごの重ね煮・肉入りきんぴら
・キャベツとツナのサラダ・イチゴ・甘夏

【４月10日】
・ごはん・ちくわの肉巻き　
・とうたち菜のごま和え・カニカマの餃子
・うんまいじゃが芋・イチゴ

　普段出かける機会の少
ない障がいのある方や介
護が必要な方、一緒に出
掛けませんか。

　今年度は、日帰り温泉旅行として、「須坂
温泉　古城荘」へ出かけます。
と　き：７月６日（土）
　　　　９:00～16:00（予定）
ところ：須坂温泉　古城荘
参加費：一人2,000円
対象者：村内在住の身体障がい者（3級以上）
　　　　知的障がい者（療育手帳）
　　　　精神障がい者（保健福祉手帳）
　　　　介護保険要介護度2以上
付き添い：介護者・ボランティア
申し込み〆切り：６月1７日（月）
申込み・問い合わせ：社会福祉協議会
　　　　　　　　　　電話８２－４８８８

希望の旅希望の旅
  「じょんのび」  「じょんのび」

参加者
募集

「安心買い物ツアー」「安心買い物ツアー」

〇時　　間：９：００～１１：４５
〇対　　象：村内在住の方。
〇送　　迎：ご自宅までお迎えに伺います。
〇行　　先：ベイシア飯山店/カインズホーム店
〇参　加　費：３００円
〇お申込み：お電話でお申込みください。
〇その他：食品管理にご注意ください。
　必要に応じて保冷バッグ、エコバッグのご用意をお願いします。
お電話でお申し込みください　電話：82-4888（担当：山本、尾澤）

移動中の不安など
がありましたら、
ご相談下さい。
安心して買い物が
できる手助けをさせ
ていただきます。

＼ 楽しみながら運動を！／
今話題の買い物ウォーキング始めませんか？

実施主体　木島平村社会福祉協議会
共催団体　木島平村民生児童委員協議会

開催月 開催日 申込締切日
６月 ６月19日㈬ ６月14日㈮
７月 ７月17日㈬ ７月12日㈮
８月 ８月21日㈬ ８月16日㈮
９月 ９月18日㈬ ９月13日㈮
10月 10月16日㈬ 10月11日㈮
11月 11月20日㈬ 11月15日㈮
12月 12月18日㈬ 12月13日㈮
１月 １月15日㈬ １月10日㈮
２月 ２月19日㈬ ２月14日㈮
３月 ３月19日㈬ ３月14日㈮

「
安
心
買
い
物
ツ
ア
ー
」年
間
予
定
表

今年度も民生児童委員協議会と社協とで
〝安心買い物ツアー〟を実施します。
買物はもちろん、気分転換や運動不足解消
の機会にご利用ください。

令和
6年度

●ご寄附
　・持田正茂様（西小路）‥‥生活用品（シーツ等）
他にも、たくさんの方から介護用品や食材のご寄附を
いただきました。
皆様からのご厚意に感謝いたします。



 

 丸山  達
た つ き

生くん

 令和３年８月５日生まれ

（中村区/昂
たかひろ

洋さん・志
し ほ

穂さん）

２歳くらいのお子さんを大募集！
ご応募されたご家庭には、DVDまたはBlue-rayDiscのど
ちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。
詳しくは政策情報係（内線114）までご連絡ください！

世帯と人口 ５月１日現在
（令和２年国勢調査に基づく推計値）

1,985（ー 3） 2,127（+3） 4,112（± 0）1,532（+8）
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機
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の
達
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く
ん
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上
手
に
歯
み
が
き
が
で
き
る
よ
う

に
練
習
し
て
い
ま
す
。

自然劇場
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５月掲載承諾分動きの人人人人

村
長
ひ
と
こ
と
（
97
）

自
然
相
手

木
島
平
村
長　

日
䑓　

正
博

　

暖
冬
の
影
響
が
続
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
我
が
家
の
ア
ス

パ
ラ
は
例
年
よ
り
早
く
４
月
下
旬
か
ら
出
始
め
、
連
休
中
が
ピ
ー

ク
で
し
た
。
同
時
に
、
雑
草
も
大
繁
茂
し
、
草
刈
り
に
追
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
無
益
な
仕
事
が
多
く
な
り
そ
う
で
す
。

海
で
も
温
暖
化
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
長
野
県
は
年
取
り
魚
の

分
か
れ
目
と
言
わ
れ
、
東
北
信
は
サ
ケ
、
中
南
信
は
ブ
リ
で
す
。

近
年
は
東
北
や
北
海
道
で
ブ
リ
の
水
揚
げ
が
増
え
、
サ
ケ
は
減
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
我
が
家
は
昔
か
ら
年
取
り
魚
と
言
え
ば
新
潟

の
塩
鮭
、
だ
が
そ
れ
も
い
ず
れ
は
ブ
リ
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

魚
は
水
温
に
よ
っ
て
生
息
地
を
移
動
し
ま
す
。
狙
っ
た
魚
が
獲

れ
ず
、思
わ
ぬ
魚
が
大
量
な
ど
漁
師
も
戸
惑
い
が
多
い
そ
う
で
す
。

人
が
栽
培
す
る
野
菜
な
ど
は
、
気
候
に
合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
と
は
言
え
新
た
な
作
物
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
大
き
な
冒

険
で
あ
り
、
新
た
な
害
虫
や
病
気
と
も
戦
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
自
然
相
手
の
仕
事
で
あ
る
農
業
と
漁
業
は
思
う
よ
う
に
な
ら

な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

最
近
は
、
資
材
や
燃
料
、
人
件
費
の
コ
ス
ト
を
価
格
転
嫁
す
る

こ
と
が
容
認
さ
れ
始
め
物
価
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
物

価
と
い
う
と
必
ず
生
鮮
食
料
品
は
除
く
と
あ
り
ま
す
。生
鮮
野
菜
、

生
果
、
鮮
魚
は
価
格
変
動
が
激
し
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
出
荷
価
格
も
販
売
価
格
も
自
ら
決
め
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
直
売
や
相
対
で
価
格
を
決
め
る
人
も
い
ま
す
が
、
多

く
は
市
場
に
出
荷
し
、
多
く
の
手
を
経
て
店
頭
に
並
び
ま
す
。
生

産
者
が
コ
ス
ト
転
嫁
す
る
の
は
ほ
ぼ
無
理
で
す
。
高
け
れ
ば
売
れ

な
い
、
安
け
れ
ば
売
っ
て
も
儲
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
人
が
生
き

て
い
く
た
め
の
根
源
的
な
必
需
品
、
食
料
を
生
産
し
て
い
る
と
い

う
自
負
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
自
負
に
応
え
る
仕
組
み
に
で
き
な
い

も
の
で
し
ょ
う
か
。

※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載
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ごめいふくをお祈りします

　  　4   .16         南　鴨     　佐藤  きみ子　　　 （75）
　  　4   .18         和　栗     　岡田　由

よ し お

雄　　   　 （77）
　  　4   .23         中　町     　沢井　房

ふ さ え

江  　       （85）
　  　4   .29         内　山     　 村松　剛

つ よ し

志　　     （73）

　   3   .19          北　鴨       井川　源
げ ん き

基  （裕
ゆ う き

基 ・沙
さ や か

耶香）

こんにちは赤ちゃん
    　誕生日　       集　落　　     氏　　名            父・母

おしあわせに

　    4   . 29              吉川　永
と わ

遠　　　　（和　栗）

　　　　　   　     北川　 葵
あおい

　　　  　（飯山市）

　　届出日　　　  　氏　　名   　　　　出身地区等

木島平村と LINE でつながりませんか

【登録者数 1,500 人突破！】

　村の防災や子育て、イベント情
報などホットな話題を迅速にお届
けします。
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